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組 織 の 概 要

1.設 置 の 目的

2.機 能 と事業

3.機 構 お よび業務 内容

4.職     員



設置の目的

本県の工業は、昭和 30年代後半から新規工場立地の進展に伴い、大きく発展 してきました。
従来は繊維工業が中心でしたが、一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心

を占めるようにな り、工業構造は大きく変化 してきました。

こうした状況の中にあって、本県進出企業と在来中小企業間では技術水準の格差が大きく、

また、企業間の連携・協力体制が十分でないこともあり、中小企業の技術力向上、支援体制整

備の要請は、急激な技術の進歩に伴い、ますます重要な課題となってきました。

これまで、地場産業の発展を支える機関はあっても、県内工業の全般的課題に深 くかかわり、

基盤的役割を果たす機関は未整備で した。

また、本県産業の主要な部分が高度で先端・先進的な技術を必要とする電子、機械、精密加

工等の業種に転換 してきたことや、これら業種や複合技術に関連する協力企業群の技術水準の

向上が不可欠となり、これ らへの技術力向上支援体制を充実することが大切となってきました。

さらに、こうした時代背景の中で、企業相互、産 。学・官の連携により、各分野に分散・個

別に蓄積されてきた技術ポテンシャルを結集するなどの適切な対応が必要となってきました。

産業界か らの強い要請 もあり、このような課題に応えるため、電子、機械、化学、食品、材

料、デザインなど、広範な分野を対象とする総合的な試験研究指導・研修機関として、また本

県工業技術振興の拠点として、工業技術センターは昭和 60年 4月 に設置されました。
また、急速技術革新に対応 し、今後技術立県としての地位を確立するため、総合的な試験研

究機関としての工業技術センターの整備に伴い、人材育成、技術・人的交流、情報の収集・提

供といったソフ ト部門を受け持つ (財 )滋賀県工業技術振興協会が昭和 60年 3月 に設立され
ました。
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2.梢縮ヒと鉄

広 幸叉

博 蹴 の菊子

工技連連合部会・地方部会等の開催

図書の整備・開放利用(3)

１

　
９
，

研 究 (技術開発)

研究活動の推進
コンピュータの不噂用促進

研究参与制度(3)

１

　
９
傷

指 導 。 助 言

(1波締 駿 吋鐸
(2め漸甜鴎鰯跡J度
(3)技術普及講習会の実施

(4)技術アレ イヾザー派遣 。巡回指導の実施

工

業

技

術

セ

ン

タ

ー

試 験 。 分 析

(3)

１

　

２

企 画 調 整

工業技術振興施策の企画・研究の調整

工業技術振興懇話会の開催

工業技術関係調査の実施

９
留
　
０
０

交 流 促 進

(1)技術交流プラザ事業の実施

(2)異業種交流推進事業の実施

(3)科学技術振興プラザ開催事業の実施

(シンポジウム。講演会)

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セミナーの開催

(2)」01SCPAttLISのオンライン禾1用

(3)博購 の影 手

工

業

技

術

振

興

協

会

教 育 。 研 修 (1)技術研修の開催
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Se機構お汝ぴ業務内容

工業技術センターは総合的な試験研究、指導、研修等を実施するために、企画管理課、技術第一科
。第二科を

設けています。そして、(財)滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら、効果的な活動を推進しています。

(平成 7年 4月 1日 現在 )

工業技術センター

企画管理課

技術第一科

所 次

総括専門員

職員数 25名

技術第二科 ―

事務 5名

技術 20荏

工業技術振興協会

理事長 ―一 再J理事長

|

常務理事 ――一 事務局次長
(事務局長)

管 理 係 ①センターの庶務に関すること。
②その他イ也の布Iおよび係 りに属さない事項。

企 画 係 ①試験研究の企画調整に関すること。
②工業技術情報および調査研究に関すること。

③工業技術振興協会に関すること。

④その他工業技術の振興に関すること。

電子応用係 ①電気 。電子技術に関する試験研究および指導
に関すること。

機械応用係 ①機械技術に関する試験研究および指導に関す
ること。

工業材料係 ①工業材料に関する試験研究および指導に関す
る

― 化学食晶係 ①化学および食晶に関する試験研究および指導

に関すること。

デザイン係 ①産業デザインに関する研究および指導に関す
ること。

総 務 課 ①協会の庶務に関すること。

業 務 課 ①技術研修(講座)の開催に関すること。
②技術セミナーの開催に関すること。

③技術交流(異業種など)の推進に関すること。

④技術情報の収集 。提供に関すること。

⑤工業技術センター支援事業に関すること。

長

と。

3

職員数 9名



4 職員

(平成 7年 4月 1日 現在 )

山下 誠児技 師

主 任 技 H雨 野上 雅彦

デザイン係

主 任 技 師 深尾 典久 主 査 松本 正

中村 吉紀係 長 (兼 )井上 栄一主 任 技 師

化学食品係月瀬 寛主 査

今道 高志主 任 技 師河村安太郎係 長 (兼 )所 付 主 査 長谷川幸一

(財 )滋賀県工業技術

振興協会出向

那須 喜一主 任 技 師機械応用係佐藤員知夫主 査

横井川正美主 査小川 栄司主 任 技 姉岡崎 充博企 画 係 長

阿部 弘幸王 査櫻井  淳主 任 技 師日野 之雄王 査

前川  昭冨1 係  長主 査 木村 昌彦鈴木 敏道管理係長 (兼 )

松川  進係 長 (兼 )中山 勝之係 長 (兼 )鈴木 敏道課 長

工業材料係電子応用係企画管理課

中村 吉紀専  門  員河村安太郎専  門  員井上 嘉明総 括 専 門 員

科 長 松 進中山 勝之雅| 長北川作一郎次 長

大槻 員一所 長 技術第 科技術第一科

氏   名職   名氏   名職   名氏   名職   名
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予 算 の 概 要

1.事  業  費

2.歳 入 。歳 出

3.決 算額



1.事業費 (平成 6年度 )

2.歳入 。歳出

歳 入 (単位 :円 )

499,201,828計

199,049,877職 員 費

1,344,040工業技術センター施設整備基金への積立

3,548,719その他 (庁舎修繕、海外技術研修員受入等 )

9,952,000滋賀の新 しい産業づくり推進事業費

2,326,791技術ア ドバイザーおよび巡回技術指導費

2,996,620研究連携推進事業費

06,技術指導費

技術開発費 05

刀
生研究企画調整費

70,201,367試験研究指導費

試験研究用備品等設備整備 64,452,632

(財)滋賀県工業技術振興協会への助成

2,993,489

87,797,950

研修施設整備事業

80,252,343庁舎等管理運営費 (普及広報費を含む)

0000科学技術振興プラザ開催

金   額要概

121,132,988119,634,000計

日本自転車振興会補助金

複写サービス
17,813,850
64,420

17,878,27017,878,27017,873,000諸 収 入

50,815,200550,816,000繰 入 金 工業技術センター施設整備基金取崩 し

360,000360,000寄 附 金

18,502,86818,502,86850財産収入

28国庫支出金

使用料及び
手 数 料

20,293,650 試験分析機器等設備使用料
試験等手数料

18,974,050
1,319,600

13,283,000

工業技術センター施設整備基金運用収入 1,344
工業技術振興基金運用収入    17,158

И
生

20,

予 算 額科 目 適 要収 入 済 額調 定 額
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歳 出 (単位 :円 )

ガ
仕 2△ 計

483,374,318ノJヽ 計

8,800公 課 費 20,000小   計

1,704,040積 立 金
20,000旅  費化

費
代
業
近
事
業
付
企
貸
小
金
中
資

2,530,599小   計38,977,925負担金補助
及び交付金

70,517,509備品購入費 62,719旅  費際
費流

国
交

5,012,660原 材 料 費

2,467,880事
費負

工
請

財 産
管理費

総 務
管理費総

　
務
　
費

1,751,000工事請負費
20,000小   計

34,40と ,516び
料
及料
貸
用使
賃

旅   費中小企業
指 導 費

中 刈ヽ
企業費

20,000
52,537,528委 託 料

13,256,911小   計

1,800,000原 材 料 費3,448,138役 務 費

4,952,000委 託 料60,813,585需 用 費

6,681,071旅   費 役 務 費

8,361,280報 償 費 2,693,000需 用 費

31,183,248共 済 費 1,588,911旅   費

715,000報 償 費67,202,023職 員 手 当

給   料 1,440,000幸艮     画用

工

業

振

興

費

10と ,742,000

業
費
工
務
商
総

商
　
　
工
　
　
業

　
　
費

商

工

費

4,032,000報   bJW

工

業

技

術

セ

ン

タ

費

中

刈ヽ

企

業

費

商

工

費

30,000負担金補助
及び交付金

節目項款 飾目項款

執 行 額

科 目

執 行 額

科 目
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3.決算額
年度別歳入 。歳出一覧表

*1寄付金
*3寄付金
*5寄付金

5,100,000円 を含みます。           *2寄 付金 700,000円 を含みます。
9,000,000円 、県債 270,000,000円 を含みます。 *4寄付金 5,100,000円 を含みます。
360,000円 を含みます。

(単位 :円 )

18,502,86813,283,00020,293,650 483,374,318*5   362,601,33017,878,27050,815,200

23,470,11417,323,050 456,073,981*4   349,292,41455,94065,932,463

4 81,776,28439,589,38220,125,00015,552,050 945,959,213来3   760,733,23728,183,260

13,941,100 55,874109,026,77672,563,52910,400,000 759,074,398*2   553,087,119

106,709,70387,251,22と7,750,00015,298,300 512,865,074262,587,85233,267,995

一万 112,937,77647,035,30127,319,00012,599,050 763,711,855*1   563,805,75814,910

10,325,10063 20,597,00097,444,00017,884,5995,709,000 401,310,300249,350,601

6,919,85062 226,806,29399,886,24616,656,532 350,268,921

6,818,35061 33,165,000261,292,98016,012,633 535,851,289218,562,326

60 241,353,33012,950,0001,397,100 493,533,334196,987,90440,845,000

59 350,189,35013,897,000 2,543,098,3502,120,427,00058,585,000

58 43,967,00043,967,000

57 2,695,2402,695,240

国 庫 支 出 金使用料及び
手 数 料

一 般 財 源諸 収 入繰 入 金財 産 収 入 計

年
　
　
度

歳 入

37,797,95015,005,00081,478,98764,452,632 483,374,318199,049,87785,589,872

87,319,21036,520,813 456,073,981196,333,25685,540,26837,205,43413,155,000

83,229,60996,19■ 391448,900,754 945,959,213187, 108,81481,326,94036,760,70512,441,000

82,728,956292,064,790 171,833,10991,674,78431,524,16813,231,00076,017,591 759,074,398

14,423,00084,235,516110,473,6842,953,440 512,865,074162,129,863108,521,51030,128,061

11,780,00073,718,000109,991,759一死 763,711,855146,899,172390,510,76130,812,163

63 11,734,00045,049,000123,231,000 401,310,300137,173,20454,756,31829,366,778

62 9,192,50030,549,100109,987,607 350,268,921117,317,77254,414,81828,807,124

61 110,027,03250,503,87230,770,8819,020,00034,221,520301,307,984 535,851,289

60 92,468,36649,491,55729,580,4814,086,00022,757,930295,149,000 493,533,334

59 4,000,000350,189,3502,188,909,000 2,543,098,350

43,967,00058 43,967,000

2,695,24057 2,695,240

普及指導費施設整備費建  設  費 計職 員 費運  営  費銹興協禽研究開発

年
　
　
度

歳 出

注 :1 財産収入
3諸 収 入

工業技術振興基金運用収入他
日本自転車振興会補助金他

２

４

金
費
入
設

繰

建

工業技術センター施設整備基金取崩 し

調査等事務費を含む      |
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施設 および設備 の概要

1.敷 地 お よび建物

2.設 備・ 機器



敷 地 お よび建 物

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 上 砥 山 232番 地

0775-58-1500 FAX 0775-58-1373
所 在 地

電  話

(1)案 内図

宅継8

大安家具
0

じ

D ユ

●栗東町役場

栗東インターチェンジ

み

重業機術センター

○ 」R利 用 の場 合

車 津駅 下車

。帝産バ ス 金勝線 i西 住 宅 (東 宝 ラ ン ド経 由)行 き

北の 山下車  徒歩 …………………………

。タ クシー 車 津駅 か ら…一……………………………

手原駅 か ら一―……………………………

○ 自家用 車利月 の場合

。名神高 速道路 。栗東 イ ンターチェンジよ り ………・

。国道 1号 線 上鈎交 差点東へ ……………………………

●

Ｎ
４

国際情報高校

至信薬

逓江成田山

約 20分

約 3分

約 15分

約 5分

約 5分 (2.5絶 )

約 8分 (3.6れ )

せ
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( 2 ) 西己置 図

至名神栗東インターチェンジ

国道 1号線

至信楽

地

物

土

建

33,721。 14ぽ (登 記面積 )(実 測面積 34,929.56ぽ )

研究管理棟                      4,

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 2階 建 。一 部 5階 建 )

実験棟

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 平屋 建 。日本 自転車振 興会補 助 )

別 棟 (開 放試験室 )

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 平屋 建・ 国庫補助 )

別 館  工 業技術振興会館               2,

(鉄 筋 コ ンク リー ト造 3階 建 :平 成 4年 10月 竣工、 H月 12日

その他

296〔ド

6931ば

154ぽ

394ぽ

オ ープ ン )

254ド

■

/flTh

別棟

′

排水処理施設

沙

◇
盛

至国道 ユ号線

工業技術

振興会館
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2.設 備 ・ 機 器

平 成 6年 度 に取 得 した主 要機 器 は次 の とお りです。

(株 )島 津 製 作 所 製
GC-17A

ガス クロマ トグラフ 『 . 1.31

ンユ
‐
ッアニジ

製

ン

う
／

工

株

レ

く

東

グ

動 画像 デ ー タ解 析 システ

ム

中小企 業 庁

補 助

6.12.21

東 レエ ンジエ ア リン

グ (株 )製
高 速 画 像 デ ー タ解 析 シ ス

テ ム

中小企 業 庁

補 助

6.12.21

X線 テ レ ビ検 査 シ ス テ ム 6.11.80(株 )島 津 製 作 所 製
FI-30

日本 自転 車

振 興 会補 助

ノぐソ

シ ス

ＮＡＬＳＷＥン

ム

ヨ
　
テ

6。 10。 25日本 サ ンマ イ ク ロシ

ステ ム ズ (株 )製

日本 ミ リポ ア (株 )

製

キ ャ ピラ リー 電気 泳動 装

置

日本 自転 車

振 興会補 助

6

自動接触 角・表面エネル

ギー測定 システム
協和 界 面 科 学 (株 )

製

日本 自転 車

振 興会補 助

H日 名 数 量規    格 摘   要取 得 年 月 日
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業 務 の 概 要

1.業 務の企 画・推進

2.依 頼試験分析 および機器提供

3.技 術相談指導

4 研 究 (技 術 開発 )活 動

5.広 報・情報提供



業務の企画・推進

(1)滋賀県工業技術振興懇話会の開催

本県工業技術の長期的な展望、企業ニーズに適応 した研究開発の推進および技術開発基盤

の整備を図るため、滋賀県工業技術振興懇話会 (座長 板倉安正 滋賀大学教育学部教授 )
を開催 し、産・学・官からの専門的な意見や提言を得ました。

第 19回  開 催 日 平成 6年 10月 14日 (金 )
開催場所 滋賀県農業教育情報センター
議 題 等 ○本件産業の現況について

○滋賀の新 しい産業づ くりについて    ○意見交換

第 20回   開 催 日 平成 7年 3月 23日 (木 )
開催場所 さざなみ荘
議 題 等 ○工業振興施策の概要について

○公設試験研究機関の取 り組みについて  ○意見交換

滋賀県工業技術振興懇話会委員名簿 (平成 7年 3月 現在 )

滋賀県工業技術センター 所長大 槻 員
滋賀県商工労働部 部長山 脇 康 典

(財 )滋賀県工業技術振興協会 理事長木 村 新太郎
大阪工業技術研究所 所長岩 本 令 吉

近畿通商産業局商工部 部長丸 山 芳 樹

行政 。その他

(5名 )

滋賀県短期大学工学部 教授 (工学部長 )内 藤 悦 郎
立命館大学理工学部 教授田 中 道 七
立命館大学理工学部 教授大 野  豊
龍谷大学理工学部 教授  (理工学部長 )三 石 明 善

龍谷大学理工学部 教授  (REC所 長 )ノJヽ 泉 光 恵

滋賀大学教育学部 教授板 倉 安 正

学識経験者

(6名 )

松下電器産業い空調研究所 所長柚 田 二 郎
日本ソフ ト開発蜘 社長藤  田 義 嗣
東 レい電子情報材料研究所 所長平 本  叔
富士車輌爛 社長谷 口 博 美
高橋金属い 社長高 橋 政 之

高 木 正 年 日光化成仰滋賀事業所 前所長
い鮎家 社長斎 藤 利 彦
日本アイ・ビー 。エムぃ野洲工場 前工場長木 村  博
草津電機い 社長レ

し 村 辰 雄
新旭電子工業い 相談役大 島 正 光

大 日本スクリーン製造い 彦根地区事業所 常務取締役池 田  敬

県 内 企 業

(11名 )

所 属 ・ 役 職氏    名区   分
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(2)し が FAコ ンソーシアム
産業の空洞化が懸念 されている現在、技術の高度化 と多様化への対応は急務 となってきています。

そこで、 自動化技術の高度化を目指す産学官の研究交流「 しが FAコ ンソーシアム」を組織 し活動
を続けています。

当コンソーシアムは産業界 41企 業、大学関係 30名 、県関係 14名 を組織母体 として、主に F
A技術分野に照準を合わせて事業を展開 しています。
6年度は分科会の活動を中心 として、産学官の相互の研究紹介や情報交換 に努めた結果、い くつ

かのテーマによる研究会を発足することができま した。

例 会回

時

所

容

○第 6

日

場

内

例 会

日

場

内

○第 8回例会
日  日寺
場 所
内 容

平成 6年 5月 24日
立命館大学

1.び わこ車津キャンパス見学会
2.全 体総会
5年度事業報告 と収支報告
6年度事業計画案 と収支予算案

3.第 1日 分科会
①メカ トロ分科会
。「 ロボッ トの有効利用」コーテ

゛
イネータ 立命館大学 前田教授

・産業界発表           日本精工 (株 )

②情報システム分科会

・「最近の CIMの 動向」コーデイネータ 立命館大学 渡部教授
・産業界発表        トタニ技研 (株 )、 松下電器産業 (株 )

平成 6年 80月 4日
龍谷大学

1.龍谷大学 REC見 学会
2。 第 2回 分科会

①メカ トロ分科会
。「画像認識Jコ ーテ

゛
イネツ      龍谷大学  壺井教授

。「ニュース画像のテ―゙タヘ―゙ス化」    龍谷大学  有木教授
。「ニューラルネットワツによる物体認識」   龍谷大学  藤原助教授
。産業界発表           日本アイaげ _鬱エム(株 )

②情報システム分科会
。「これからの C AEJコーテ

ヾ
イネータ  龍谷大学  大塚教授

。産業界発表    ダイハツエ業 (株 )、 草津電機 (株 )、 オムロン (株 )

○第 7 回

時

所

容

平成 6年 10月 7日
工業技術セ ンター、工業技術振興協会

第 3回 分科会

①メカ トロ分科会
。 「モーションコントロール」 コーテ

゛
イネータ

・産業界発表

②情報システム分科会
。「生産管理とテ―゙タギース」]―テ

゛
イネータ

・産業界発表

立命館大学 井上教授
(株 )村 田製作所、ダイキ ンエ業 (株 )

龍谷大学  法雲教授
昭和アルミユウム(株 )、 関西 日本電気 (株 )
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○第 9回 例会
日  田寺
場 所
内 容

平成 6年 11月 28日
工業技術セ ンター、工業技術振興協会

第 4回 分科会

①メカ トロ分科会
。「センサ(光関係 )Jコーテ

゛
イネータ   滋賀大学  板倉教授

。産業界発表           ニチデン機械 (株 )、 オムロン (株 )

②情報システム分科会
。「 FAにおけるコンヒ

°
ュータネットワツ」コーテ

｀
イネータ滋賀大学  森 教授

・産業界発表           インフォメーぬン・テクノロシ
゛
―プリューション(株 )

三洋電機 (株 )

○第 10回 例会
日日 時  平成 7年 1月 26

場  所   エス トピアホテル
内 容   第 5回 分科会

△
① メカ トロ分科

怠 とした生産」コーテ
Sイ
ネータ 立命 F竜大学  飯田教授。「人間を中

松下電器産業 (株 )、 ダイキンエ業 (株 )。産業界発表

分科会②情報 システム

・「生産システムにおける脚化の動向」コーテ
゛
イネータ 立命館大学  渡部教授

(株 )大金製作所、オムロン (株 )。産業界発表

OFAヨ ンソーシアム研究会活動
① ロポットの有効利用研究会 (立命館大学 前田教授主宰 )

参加   14企 業  16名
②画像認識研究会 (龍谷大学 壷井教授主宰 )

参加   15企 業  15名
③生産管理と情報システム研究会 (龍谷大学 法雲教授主宰 )

参加   16企 業  16名
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(3)滋 賀 ファイ ンセラ ミックスフォーラム

当フォーラムは、ファインセラミックス関連産業間の連携を図る必要から、産・学・官が一

体となって運営推進されています。

平成 6年度は、会員企業の訪間と講演会および初級研修会を実施 しま した。概要は次のとお

りです。

○第 20回 例会 (総会 )
日時 :平成 6年 5月 23日

場所 :龍 谷大学瀬 田学舎 (REC)

内容 :講 演「最近 の経済情勢 と今後の展望

(株 )し がぎん経済文化セ ンター

リサーチセ ンター課長  山本  泰造  氏
見学会  龍谷大学瀬 田学舎

○第 21回 例会
日時 :平成 6年 7月 21日

場所 :滋賀県工業技術セ ンター

内容 :技術講演会「 ブル ーゲル法によるセ ラ ミックスの

製造技術 の現状 と将来展望」

龍谷大学理工学部教授 小林  啓佑  氏
ポスターセ ッションおよび交流会

○第 14回 研修会 (初級研修会 )(そ の 1)

日時 :平成 6年 8月 23日

場所 :龍 谷大学瀬 田学舎

「 セラ ミックスの作製 (1)J

龍谷大学理工学部 教授 上條  染治 氏

○第 14回 研修会 (初級研修会 )(そ の 2)

日時 :平成 6年 8月 30日

場所 :龍 谷大学瀬 田学舎

「セラ ミックスの作製 (2)」

龍谷大学理工学部 教授 上條  榮治 氏

○第 14回 研修会 (初級研修会 )(そ の 3)

日時 :平成 6年 9月 6日

場所 :滋賀県工業技術セ ンター

「 セラ ミックスの評価」
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○第 15回 研修会
日時 :平成 6年 10月 6日

場所 :立命館大学びわこ・ くさつキ ャンパス

内容 :技 術講演会「構造用 フ ァイ ンセラ ミックスの強度特性 J

立命館大学理工学部教授  田中 道七  氏

施設見学「立命館大学びわこ・ くさつキ ャンパスの主要施設 J

○第 16回 研修会 (県外研修会 )

日時 :平成 6年 12月 6日

場所 :関 西学術研究都市 (京都府相楽郡精華町 )

(株 )島 津製作所けいはんな研究所

(財 )地 球環境産業技術研究機構

積水ハ ウス (株 )総 合住宅研究所

○第 22回 例会
日時 :平成 7年 2月 16日

場所 :滋賀県工業技術セ ンター

内容 :講演「 マイ クロ波通信 とセラ ミックス」

(株 )村 田製作所セラ ミックス製造部

技術 2課  課長 樋 口 之雄  氏

「セラ ミックスガスセ ンサー J

新 コスモス電機 (株 )

顧 間 中根 正典 氏

○第 17回 研修会 (工 場見学会 )

日時 :平成 7年 3月 23日

場所 :日 光化成 (株 )滋賀事業所

大 日本 スク リー ン製造 (株 )野 洲事業所

○平成 6年 8月 ～平成 7年 3月

「共 同研究」化へ のア ンケー ト調査 と集計・検討
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(4)京 滋品質五攣交流会

先見性 。汎用性 。再現性を持った技術開発を、短期間に効率よく経済的に実施するため才こは、そ

れなりの五夫が必要です。現在、多 くの企業で品質工学を応用 した開発が進んでいます。地域の技

術開発力の強イとを目指 して毎月の例会を軸に活動 しています。

○発会式   平成 6年 7月 26日         滋賀県工業技術センター

(第 1回例会 )。 交流会の趣旨説明
。会員紹介
。講演「企業における品質工学の取 り組みについてJ

。今後の運営方法 (勉強会、事例研究 )

。交流会組織↓こついて

○第 2回例会  平成 6年 8月 23圏        滋賀県工業技術センター

。品質工学の基礎研修(1)(特性値・因子の分類 )

。薬の錠剤の理想機能とは
,事例研究「 ICに おける回路線幅の転写性」(そ の 1)
。課題検討……。技術問題の品質工学システム図

○第 3回例会  平成 6年 9月 20日        滋賀県工業技術センター

・薬の錠斉との理想機能ディスカッション

・品質工学の基礎研修(2)(誤差因子、直交表等 )

。事例研究「 ICに おける回路線幅の転写性」(そ の 2)
。品質工学のディスカッション

○第 4回例会  平成 6年 10月 18躍        滋賀県工業技術センター

・品質工学の基礎研修(3)(SN比、動特性等 )
。事例研究「金属間による超音波接合J
。事例研究 Q&A
苺紙ヨプター実験の予傭説明

○第 5回例会  平成 6年 11月 15日        滋賀県工業技術セ ンター

・品質工学の基礎研修 (4)(転写性、エネルキ―゙変換 )

・紙コプター実験の概要説甥と実験実施

① 自作品の実験  ②実験計画 (舗1御因子、水準、害1り 付け )
③誤差因子の検討 ④実験 (4グループ )
⑤解析 (SN比 の算 出、要因効果図 )

○第 6回例会  平成 6年 12月 20日        滋賀県工業技術セ ンター

。品質工学の基礎研修 (5)
。紙コプター実験 (確認実験 )
。技術講演  「技術開発と商品開発の効率自もな進め方 J

関西晶質工学研究会   会長  原 和彦

○第 7回例会  平成 7年 1月 24日        滋賀県工業技術せ ンター

・基礎学習一源流に遡る機能性の開発一

「品質工学による技術開発 と商品開発J解説 (1)
。実験報告会および検討会 (班別発表 )

25名

24名

lθ 名

12名

18名

35癌

14名
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○第 8回例会  平成 7年 2月 17圏         滋賀県工業技術セ ンター

。科学技術セ ミナーに参加 (全体参加者  100余 名 )
―技術開発のキーワー ドI 品質工学一

「品質工学の実際と今後の展望 J

電気通信大学   教授  矢野 宏
「電子回路の設計事例を体験 して J

クラ リオ ン (株 )     金本 良重

○第 9回例会 平成 7年 3月 14園         滋賀県工業技術セ ンター

。基礎学習一源流に遡る機能性の開発一

「品質工学による技術開発 と商品開発」解説 (2)

。事例発表

「球状黒鉛鋳鉄の最適シャルピー衝撃試験法について 1

機械金属工業指導所    酒井 一日召
。平成 7年度の事業計画について

37塞

25名
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2.依頼試験分析および機器提供
(1)依頼試験分析
企業や団体から依頼を受け、材料や製品などの成分分析や各種試験測定を行っています。これらの業務に迅速

的確に対応できるよう試験機器の整備を図るとともに、試験方法について新しい技術の習得に努めています。

平成 6年度依頼試験分析実施状況

514△ 計

時間22711デザイン指導デ ザ イ ン 指 導

成分9314定量分析化 学 分 析

日11腐食試験

時間86振動試験
環 境 試 験

試料・測定
０
４硬さ試験

試料8033強度試験
材 料 試 験

測定磁気特性測定

測定
加
仕波形写真撮影

測定周波数測定

絶縁抵抗測定 測定

試験
万
生耐衝撃電圧試験

試験45耐電圧試験

測定電気特性の測定

電 気 ・ 電 子 試 験

単 位 数件 数項 日区 分 測 定 名

参考 年度別依頼試験分析実施件数

4138444744587629実 企 業 数

28614991012913914110223147△ 計

4311
食
Ｕ

７
‘7デ  ザ  イ  ン

561518食品物性 。微生物試験

404142329223842514512020化 学 分 析

物  性  試  験
1241120

７
‘1418

メ
生21環 境 試 験

ワ
‘

И
生精  密  測  定

50035794167715637材  料  試  験
791517127電 気 。電 子 試 験

合計6543９

，一万63626160区分 年度
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(2)開放試験機器の提供
企業が新製品の開発、品質の向上、生産技術の改善等を目的として、試験機器を利用して試験・研究を実施 し

ようとするときは、可能な限リセンターの設備機器を開放しています。平成 7年 4月 1日 現在で、 271種類の

設備機器を開放しています。

平成 6年度設備機器利用状況

使用機器数・延時間数・延企業数・実企業数

272実企業数

2,402延企業数

26,447延時間数

3,311機 器 数

使用目的別利用件数

主な利用機器

582

(17.6%)

172

(5。 2%)

食
∪

　
　
ν
刑

476

(14.4%)
機器数

3,3H

(100jO)

21

(0.69h)

203

(6.100)

408

(12.3%)

923

(27.9%)

苦情処理品質証明品質管理製品改良
生産技術

開 発
製品開発基礎研究 そ の 他

I

|

|

人
一〓

”

286自記分光光度計44表面粗さ澳1定機20

油圧手動埋込機 真円度測定機

317金属顕微鏡48落下衝撃試験機 (正弦半波 )18

346蛍光 X線分析装置51湿式切断機17

16 試料研摩機53ライトニングシミュレータ

54金属顕微鏡 X線回折装置

14 414疲労試験機 (油圧式)57雑音総合評価試験機

61フーリエ変換赤外分光光度計13 439熱分析装置

12 446低温恒温恒湿槽61ICP発光分析装置
疲労試験機 (油圧式 )11 460ICP発光分析装置64

65低温恒温恒湿槽10 479フーリエ変換赤外分光光度計

480表面粗さ測定機71万能材料試験機9

502顕微フーリエ変換赤外分光光度計98顕微フーリエ変換赤外分光光度計8

96試料研磨機7 549ガス透過率測定装置

98二次元測定機6 554万能材料試験機

ガス透過率測定装置5 イオンコーティング装置122

143振動試験機4 振動試験機 11023

3 1153インス トロン型万能試験機160インス トロン型万能試験機

2 二次元測定機239イオンコーティング装置

1345走査型電子顕微鏡292走査型電子顕微鏡

件数機 器 名 称No 件数機 器 名 称

昭 和 60年 度 ～ 平 成 6年 度平 成 6年 度
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国 用|

(15.9猪 )製品開発 (27,9%)品質管理

(17悦 )製品改良

(86%)モ●他
([.2猪)生産技術開発

llj l始 苦情処理

(144粉 基碓研究 (123猪 )品質証明

年度Ellの推移
機器数・延べ企業数 '実企業数

4000

3000

2000

1000

一万

年度

●機器数   E延 べ企業数 ■実企業数

参考 年度別開放試験機器利用件数・延時間数 i延企業数 J実企業数

21,667合計 16,980160,226

26,4473,3H6 2,402

2,16421,0062,8845

2,12819,502
け
る4

3 2972,04919,135

０
う2 2912,132

1

（
Ｖ2,399一万 250

25114,8251,95268

1,68662 2241,38410,530

1,13761 1〒59876,991

2971,72142260 8i

機 器 数年度 実企業数廷企業数延時間数
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8鬱 技術相談指導

県内企業における新技術の導入や新製品開発等の高度な技術支援を行 うため、大学教授による特

男1技術相談 。指導を積極的に実施する一方、実践的な現場技術の改善や管理技術等については、豊

富な知識 と長年の経験を有する指導員を派遣する巡回技術指導制度や技術ア ドバイザー 4刊 度により

対応 しています。

さらに、工業技術セ ンター職員が各専門分野において随 H寺 きめ細かな技術相談に応 じるなと、

の要請に応えるべ く努めています。

また、県内企業の技術者に対 し、当t7ン ター設置試験研究機器の不1用 を促進するため、技術講習

会を実施 しま した。

平成 6年度の実績は次のとお りです。
(平 成 6年度 )

平成 6年度 特 Bll技術相談役指導事業

技 術 普 及 講 習 会 (講 義 。 実 習 )

工業技術振興協会短期研修へ講師として派遣

94

11

72

件

}ス (58名 )

人・ 日

技

特

術  ア  ド バ  イ  ザ

別 技 術 相 談

23 企業 (120日 )

技 亦目令憶 談

公 空

簡 易

般

4ニ

名業事 等数

3 企業

24 企業

26 企業

3,218

53 企業

実 施  件

創造社デザイン専門学校

(専 任 講 師 )
平 澤   逸 標商Ｃびよおンイザおア

ン
の
イ
品
ザ
製
デ
業
成

業
工
作

産
2

大学
食糧科学研究所教授
(農 学 博 士 )

京 都

安 本 教 偉 12ヽ
力

学
学
晶一躯饂強
栄養学 (機能性食品)お よ
工

118

関西大学工学部教授

(工 学 博 士 )
赤 松 勝 也 よお学↑材結焼滲材ヒヒムＨロ機料

理

学
材
処

工
属
熱

属
金
び

金
1320

授
＞

学
教
士
緻抑博

繊
維
学
瑳繊に

者一爪
前 サ|1善 ―一郎 1212

材
援恐霧料 (FRP等 )製造技術

井 上 和 夫
立命館大学理工学部教授

(工 学 博 士 )

山 日 勝 美
名古屋大学工学部教授

(工 学 博 士 )

石 原 好 之

よお工
キ‐
刀性塑エ

力普
円切。

工
工
加

学
加
殊

工
密
特

械
精
び

機

1313

1220

12

工
　

シヽ

御
学

マ

制
工

・

・
識
ン

測
知

マ

計 学
適応制御および
ンエ学

電界考笠エレクトロニクスおよび
電気機器磁界解析

氏  名 職     名

同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

相談 1相談
件数 1日 数

指 導 分 野
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平成 6年度 技術講習会 (講義 。実習 )

(機械・電子関係 )

(化学・材料・食品関係 )

於 :工業技術セ ンター

於 :工業技術センター

試料水中のイオン成分特に陰イオンの分離分析

の原理 と浪1定実習

3電子機器の耐ノイズ性評価方法 (静 電気 。高周

波ノイズ・高圧パルス・高周波振動他 )

10月 6日ノイズ耐性評価技術

つ
０

機器・部品等のランダム振動および衝撃 (正弦

半波 。のこぎり波)に よる機械的強度の評価試
験法

10月 14日耐振動性 。耐衝撃性

評価技術

Γ
Эアッベ測定機の原理をもとに、精密測定技術の

解説および測定実習

11月 11日サブ ミクロン測定技術

4機械部品等の加工状態の評価手段である表面粗

さおよび真円度の測定技術

10月 21日表面粗さ 。真円度測定

技術

62次電子画像情報を利用 した微細表面凹凸状態
の非破壊評価技術

10月 18日電子線による表面形状

解析技術

3名図面寸法の検証等のための二次元計測の原理お

よび測定プログラム作成法

月

日

４
．
間日

二次元精密測定技術

参加人数内 容実 施  日講 習 会 名 称

4水質試料中のイオンの

分析技術

ガス吸着法による多子し質固体の比表面積および

細子し分布測定の原理と測定実習

ウ
ｒ11月 10日ガス吸着法による多孔

質試料の評価技術

X線 回折装置による固
体試料の分析技術

″
ｒ

弔

ICP発 光分析装置の原理および測定実習

X線匹t折法の原理 と無機物の結晶構造の同定

10月 17日

!2月 6園

発光分析による液体

試料中の微量分析技術

8有機物質同定のための赤外スペクトル測定と0月 21凰赤外吸収スペク トル

測定技術

参加人数内 容実 施  日講 習 会 名 称

10月 11日
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巡 回技術指導 (一 般 )

治

士

二

章

嗣

雄

樹

栄

敦

英

宣

裕

幸

秀

條

山

井

木

村

井

根

上

横

綾

高

今

瀧

山

99市

市

町

市

町

津
津
東
山
購

大

車

栗

守

永

化   :許

☆セラ ミックス金型の製作技

術 と超電導技術 につ いて

☆ シール用 テ フロンの有 限要

素法 による形状解析技術

☆射 出成形 品の破 れ改善方法

☆押 出成形への発泡法の応用

☆廃 プ ラスチ ックの土木資材

製 品への応用 につ いて

☆超高分子量 ポ リエテ レン多

子し体の特性 と動 向

☆木質 の分解 につ いて

☆ペニ シ リウム属糸状菌の同

定 と応用 につ いて

☆プ リン ト包埋用 ポ リエステ

ル樹脂 と硬化材 の使用方法

松 川  進
河村安太郎

士
口
　
　
　
訂必

村

本

部

中

松

阿

糸己

正

幸

横井川正美

那 須 喜 一

郎

明

〓
一

仁

英

義

田

山

田

臼

中

磯

33町

市

町

西

津

口

甲

草

水金  属

☆亜鉛 メ ッキの剥離対策

☆ ボ ンデ ィ ング ワイヤの断線

原因 とその対策 につ いて

☆横型連続 鋳造 による鋼材組

識の等軸晶化 につ いて

進

紀

志

士
口　一呂円

川

村

道

松

中

今

津
東
山
口
日
根

失

草

栗

守

水

愛

彦

市

町

市

町

町

市

機  械

☆圧力容器胴板の強度計算方

法

☆ リフ ト支柱・胴部等の構造

と溶接方法 につ いて

☆真空容器鏡板の強度計算手

法につ いて

☆ シー トベル ト金具の機構解

析手法 につ いて

☆街路灯設計 に関す る強度計

算 および風力計算方法

☆凍結破損 防止機能付き水道

用空気弁の開発

☆気体雰囲気 中での流量分布

につ いて

一　一　
手芋
　
一　　士
心

寛

弘

栄

高

瀬

部

上

道

月

阿

井

今

士
口　＋【

一沢

川

神

堀

武

司

尚

光

村

島

中

手

77

電  気

河村 安 太 郎

紀

彦

一
一
一

吉

昌

寛

栄

村

村

瀬

上

中

木

月

井

一
勝

修

昭

洋

豊

　

芳

見

下

本

井

塩

宮

山

壺

55市

町

町

町

津
王
創
割

草

竜

愛

安

☆床暖房 システムの熱計算方

法

☆超音波測定技術

☆放電現象 の利用 による漏れ

検査装置の開発

☆車の視覚 認識技術 につ いて

☆放電による ピンホール検 出

につ いて

内  部外  部
企 業 数

実 施

日数
地  域業 種名 指 導 事 項

指  導   班
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〈
日 計

2626

その他

９
争愛 知 川 町

今 津 町

江

林

入

大

稔

誠

９

色 一
一
一

寛

栄

瀬

上

月

井

☆特殊肥料 増産 の ための設備

改善 につ いて

☆和 ロウソク 自動製造機 開発

にお ける問題 点 につ いて

内  部外  部
実施

日数
地  域業 種名 企 業数

』
自 導 班

指 導 事 項

巡回技術指導 (簡易 )

市

町

町

津

東

生

大

栗

蒲

金  属

刀
仕 河村安太郎

本 村 昌 彦

阿 部 弘 幸

横井川正美

一浮

一
彦

治

喜

雅

聖

井

須

上

島

櫻

那

野

児

田 中 春 三 ☆工作機械 の摩耗現象 とその

対策

☆生産 システ ムの改善方法

機  械

12市

市

市

町

町

町

町

町

町

町

津

津

山

東

洲

王

主

部

賀

賀

大

草

守

栗

野

竜

中

石

志

甲

之

進

郎
醐川婢

中

松

河

昭

彦

二

正

幸

一

一

昌

寛

　

弘

栄

喜

州

村

瀬

本

部

上

須

前

木

月

松

阿

井

那

司

治

志

児

栄

聖

高

誠

川

島

道

下

小

児

今

山

田 中 春 二 ☆ 簡易 積 層 金 型 の 組 立 方 法 と

保 持 ・ 管 理 に係 る問題 点 に

つ い て

☆ 生産 設 備 の 活用 状 況 と生産

シス テ ムの改 善 方 法 につ い

て

町

市

東

山

栗

守電  気
1 之

進

紀

児

勝

　

士
口
誠

山

川

村

下

中

松

中

山

田 中 春 三 ☆工 程 管理 お よ び原 価管 理 等

につ いて

内  部タト   音Б

実施

日数
地  域業種名 企業数

指  導  lll
指 導 事 項
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合  計 12.0 24

市

町

山

山

守

土その他

1 進

正

幸

久

弘

典

川

本

部

尾

松

松

阿

深

田 中 春 三 ☆蒲鉾への金属粉混入事故の

原因 とその対策

☆生産 システムの改善

化   :浄

刀
生2,0市

町

町

市

津

東

山

浜

車

栗

土

長

田 中 春 三 紀

幸

吉

弘

村

部

中

阿

横井川正美

櫻 井  淳
児 島 聖 治

☆綿不 敷布石鹸プ リン ト製 品

の製造技術 につ いて

☆アナ ログ波形の遅延 回路、

およびサ ーボ軸の 同調回路

の時間ズ レの測定につ いて

☆生産設備の活用 状況

内  部夕十  苦呂業 種 名 企業数
実施

日数
地  域

指  導   班
指 導 事 項

巡 ERIl故 衛指導 (公審〕

合  計 6.0

機  械
その他

信

愛

楽 町

町矢日

宮 原 俊 夫 松 川  進
横井川正 美

深 尾 典 久

今 道 高 志

☆有 機 肥 料 製 造 工 場 の 敷地 境

界線 の騒 音低 減 方 法 につ い

て

☆作 業 環 境 の 改善 方 法 (騒 音

振 動 対策 の ため の )

タト  苦呂 内  部
地  域業 種名 企 業数

実 施

日数

指  導   班
指 導 事 項
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平成 6年度 技術 ア ドバイザー指導事業

23120合  計

松本 正
中山勝之

松本 正

上田 修
森岡忠美

平澤久紀

今津町

栗東 町

栗東 町

16食  品 。食品の腐敗防止技術
。工程管理ンステム化技術
。殺菌温度最適化技術

。生コ
゛
ミ処理装置設計技術

。工程トラガル対策技術

小川栄司

井上栄一

月瀬寛二

藪野嘉雄

入江 稔

日野町

志賀町

俊
υ化  :声

松本 正
中村吉紀

今道高志

那須喜一

I可部弘幸

那須喜一

三井博幸

森野修範

桂 茂生

玉井博幸

森野修範

大津市

栗東町

永源寺町

栗東町

栗東町

48プラス

チック

。菓子類適正包装技術
。袋加工工程改善技術
。品質管理技術

。と―トツール加工技術
。成型晶品質管理技術

。精密機械加工技術

・溶接時磁気測定技術

。シャフ トの防食技術

。高周波電源設計技術

河村 安太郎

今道高志

松川 進
井上栄一

那須喜一

木村 昌彦

野瀬俊三

木谷聡生

上辻清久

秦 勝彦

彦根市

栗東町

栗東町

栗東町

刀
生21金  属

那須喜一

井上栄一

横井川球

櫻井 淳
今道高志

中山勝之

今道高志

河村 安太郎

宮原俊夫

野瀬俊三

森 回十二

竹下 常四郎

野瀬俊三

甲西町

甲西町

草津市

八 日市市

信楽町

15機  械 。メッキ等防食技術
。ガラス繊維切断技術

・浄化装置基礎技術

。ロータリーコンフ
°
レッサー技術

精密機械加工技術

阿部弘幸

櫻井 淳
井上嘉明

深尾典久

山下 等
武田和忠

竹下 常四郎

大津市

多賀町

大津市

14

電  気 。排水処理技術
。マイクロ波加熱技術
。容器形状設計技術

内  部タト  音|

実施

日数

業  種

分  類
指 導 事 項

指  導  斑
地  域

企 業

数
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備   考 昭和 61年 5月 23日

工 業技術 セ ンタ ー

特別技術相談役制度 について

1.目 的

技術革新の進展 に対応 して県内企業の技術 開発力を高め、本県の工業振興を図 るため、大

学等 との連携の もとに、滋賀県工業技術セ ンター (以 下「セ ンター」 とい う。 )に 「特別技

術相談 コーナー」を設置 し、産学の技術交流 を推進す る。

2.相 談 コーナーの設置
セ ンター内に「特別技術相談 ヨーナーJを 開設す る。

3.相 談の対象者 は、原則 と して中小企業者 とす る。

4.相 談指導
1)相 談 内容は、概ね次の分野 とす る。

○エ レク トロニ クス関連

(パ ワーエ レク トロニ クス、電気機器磁界解析、マイクロコンピューター応用技術など )

○メカ トロニ クス関連

(ロ ボ ッ ト関連、 自動制御技術マ ン・マ シンエ学、知識工学など )

○先端加工技術 関連

(精密加工、 切削加工、塑性加工、特殊加工な ど )

○新素材 。複合材料 関連

(高 分子複合材料 (FRP等 )、 金属材料、熱処理、材料試験な ど )

○食品関連

(食 品製造技術、醸造技術、バイオテ クノロジー関連など )

2)相 談指導 には、右 に掲 げる「滋賀県技術相談役 Jま たは技術相談役が推薦す る大学等の

研究者およびセ ンター職員があたる。

5.オロ談 日日寺

相談 日は月 1回 と し、時間は原貝1と して午後 1時 か らとす る。

6.相 談の 申 し込 み

相談の 申 し込みは、セ ンター技術第一科 (電気・ 電子・機械 )及 び技術第二科 (工業材料

・食品 )と す る。

7.相  談 料

相談料は、無料 とす る。
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8.事 後指導

企業か ら事後指導の要望がある場合は、セ ンターと技術相談役は引き続 き技術指導 を行 う。

申 し込みの受付

申 し込 みの受 け付は、随時行 う。

平澤  逸 倉1造 社デザイ ン専 F写 学校

専任講師

産業デザイ ン

エ業製 品のデザイ ン、

及 び CI商 標作成
毎 月第 1火 曜 日

安本 教博 京都大学食糧科学研究所

教  授 (農 学博士 )

赤松  勝也

前 ,11善 一郎

井 上 和夫

石原  好之

氏   名 職現 専 門 分 野  1相 談 日

曲目 勝美

同志社大学 工学部

教  授 (工 学鸞士 )

名古屋大学工学部

教  授 (工 学博 士 )

立命館大学理工学部

教  授 (工 学博士 )

京都工芸繊維大学繊維学部

教 授 (工 学博士 )

関西大学工学部

教  授 (工 学樽士 )

電気工学
パ ヮーエ レク トロニ クス

及び電気機器磁界解析

毎月第 3水 曜 囲

機械工学

精密加工、切醜加エト

塑性油 I、 及び轄殊加 ■i

毎 月第 2水 曜 日

言i浬そ。制御 I工 学

知識 工 学 、通応 詩ヒ鶴及 び

マ ン 。マ シンエ学

牽孝月第 3ホ 曜 届

材料工学

複合材料 (F員 √》)、
製造技術

金属工学

金属材料 、機能材料、

焼結材翡1及 び熟処理

食晶工学

食晶学、栄養学、

及び食晶加工

毎 月第 4火 曜 コ

毎月第 2本 曜 日

毎 煽第 2水 曜 日
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主 な技 術 指 導 事 例

◆課題 【プ ラスチ ック容器 の衝撃耐久性の評価方法につ いて】

流水バルブに使用す る空気抜 き弁 内のプラスチ ック容器 が、 弁の 開閉

時の衝撃 によ り割れ る。 そ こで、 その原 因や対策方法 を調べ たい。

指導   振動試験機 を用 い空気抜 き弁 を上下に加振す ることによ り、 弁の 開閉
時に起 こる衝撃現象 を短時間に繰 り返 し発生す るさせ ることが 出来 た。

そ こで、 プラスチ ック容器 の形状を改良 したサ ンプルや緩衝吸収 ゴムを

付けたサ ンプル等 を試作 して実験 を行 うことによ り、 プラスチ ック容器

の衝撃耐久性 能を上 げ ることが 出来 た。

◆課 題 【電気 絶縁 材 料 の性 能 評 価 につ い て選

新 規 にエ ポ キ シ樹 脂 絶縁 板 を 開発 した。 これ の絶縁 性 能 を評 価 した い

が、 どの よ うな試 験 をす れ ば よ いか。

指 導   JIS K 69111こ 規 定 され て い る [耐 電圧 試験 ]や 、 [絶 縁 破 壊 の強 さ ]

を調 べ れ ば よ い。 積 層 品の 場 合、 耐 電圧 試験 は貫 層 と沿 層 の両 方 を行 う

必 要 が あ り、 絶縁 破 壊 の強 さ も材料 の実 力 値 を知 る上 で重 要 な特 性 値 と

な る。 ま た、 絶縁 抵抗 や抵 抗 率 の測 定 も有 効 な 評価 方 法 の一 つ で あ る。

実 際 に耐 電圧 試 験 装 置 に よ り評 価 試験 を実施 した。

◇課 題  睡2軸 マニ ピュ レー タ を用 いた 自動 搬送 装 置 の 開発 につ い て 彊

指 導   マニ ピュ レー タの作 成 に は,「 機 構 設 計 J「 モ ー タや ドライバ の 選 定 J

「 制 御 系 の設 計 J等 多 岐 に わ た る技 術 が 必要 とな る。 本 課 題 につ い て は、

研 究 生 と して 受 け入 れ、 昨年 度 に試作 機 の製 造 を行 い、 本 年 度 は制御 系

(ハ ー ド, ソ フ ト)の 開発 を行 った。 現 在 製 晶化 の た めの 開発 を継 続 中
で あ る。

◆課題  【回転機械 の振動 によるフ レーム変形 につ いて彊
モータを振動源 と してフ レームが振動変形す る。 単 にフ レームの岡1性

を上 げ るのでな く、効果的な岡1性 向上策 のために実稼 働 H寺 の振動変形形

状 を把握 できないか。

指導   モータが振動源であ るので、通常 60Hzの 倍数の周波数域 にフ レームの
固有振動数が存在す ると、 共振現象 によ リフ レームがよ り大 きな振動変

形 を発生す る。 そ こで、 フ レームの伝達 関数 を計測 し、 そ―ダル解 析 に

よ り実振動形状の把握 が可能 とな った。

◇課題  睡精 密機械部 品の特殊皮膜層の計測 につ いて藪
周 囲に特殊皮膜のつ いた全長 500mm程 の円筒部品を製作 した。 しか し自
社 レーザ ー浪1定 値 か ら考 え られ る皮膜層の厚 さが、 予定 していた厚 さと

かな り異 な るのでセ ンターの測定器 で確認 したい。
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指導   形 状 的 に蛍 光 X線 膜 厚計 で は測 定 で き な いの で、 3次 元 測 定 機 で実 測
す る こ とに した。 測 定 個 所 にお け るプ ロー ブ の測 定 値 に及 ぼす 影 響 を調

査、 良 い結 果 が得 られ た鋼製 の 測 定 プ ロー ブ を用 い複 数 回 計 測 して 平 均

値 とば らつ き を求 め た ところ、 ほぼ レーザ ー 測定 装 置 で の 計 測 値 と 同 じ

で あ った。 さ らに確 認 の た め、 万 能 測 長機 で も測 定 した と ころ 同様 な結

果 が 得 られ た。 相 談 の 中で精 密 測定 にお け る温度 管理 が 十 分 で な い こ と

も判 明 したの で、 温度 に よ る計 測 値 の変 化 につ い て も説 明 を した。

◆課題  【ガ ラス基板上の超薄膜の厚 さ測定 につ いて】
ガ ラス基板上に作 った 0.1～ 1.Oμ mの 貴金属 厚をセ ンターで測定 したい

が どのよ うな方法があるか。

指導   膜厚測定 と しては、 電磁、 渦流、 蛍光 X線 の3種 類 が よ く用 い られ るが、
分解 能や測定の容易 さ等の点か ら蛍光 X線 が適 当 と思 われ る。 その他の
測定方法 と しては、 表面粗 さ測定機 のプ ロフ ァイル曲線 の利用 や、 膜端

部 とガ ラス面がなす傾斜角やチ ャー ジ等の問題 が克服 できれば 電子線 3

次元表面粗 さ測定装置等で も測定できると思 われ る。

◆課題  【フ ロンの分解液 中のハ ロゲ ンの定量】
現在環境 問題 であるフ ロンを分解 し、 炭酸ガスや塩素 イオ ン、 フ ッ素

イオ ンに分解 す る方法を検討 しているが、 分解物 中の塩素 イオ ンや フ ッ

素 イオ ンの量 は知 りたい。 ただ し、 試料 の量 があま りない。

指導   試料 が有機溶媒の溶液であるので、塩素 イオ ンや フ ッ素 イオ ンを蒸留
水 中に抽 出 し、 有機溶媒除去用ガー ドプ レカラムを通過 してイオ ンクロ

マ トグラフで定量 できた。 指導 後、 イオ ンク ロマ トグラフを導入 された。

◆課 題  【DNAに 及 ぼす 圧 力 の影 響 につ い て 】
微 生物 を圧 力 で死 滅 させ た うえ で、 DNAを 取 り出 し分 析 しよ うと考
え て い る。 微 生物 が死 滅 す る圧 力 に お い て DNAは 破 壊 され るか。

指 導   DNAは 圧 力 に対 し て安 定 で あ り、 微 生物 の栄 養 細 胞 が 死 滅 す る圧 カ

(300～ 500MPa)で は影 響 を受 けな い と思 わ れ る。

◆課 題  【食 品 中 で見 つ か った毛 髪 につ いて】
あ る食 品 中か ら毛 髪 が見 つ か った との ク レー ムが 消 費者 か らあ っ

この 毛髪 が 人 体 (従 業 員 等 )の もの なの か、 ブ ラ シの 毛 な の か 調査
い 。

指導   食 品 と毛髪が完全 に接着 してお り、 製 品ができあが った後 に混入
のではな く製造過程 に混入 した ものであ るし 電子顕微鏡 で観察 す る

ューテ ィクルが確 認でき、 人体の毛 (大 きさか ら眉毛 )と 予測 でき
製造過程 に従業員 の眉毛が混入 したのであろ う。

た。

した

1ン た

と キ

る。

◆ 課 題  【コ ンニ ャ ク の 凝 固不 良 の 原 因 に つ い て 】
コ ンニ ャ ク の 凝 固 剤 と して 木 灰 の 汁 を 用 い て い る が 、 しば しば 凝 固 不
良 が 起 こ る。 原 因 は 何 か。
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指 導   コ ンニ ャクの凝 固 は アル カ リ性 条 件 が 必要 で、 最 終 pH10。 5以 上
で あ れ ば 凝 固す るはず で あ る。 凝 固不 良 が起 こる の は凝 固 の 際 にアル カ

リが 消 費 され pHが 下 が って い るた めで あ ろ う。 灰 汁 は pHが 高 けれ ば
よ い とい うの で は な く、 十 分 な アル カ リ度 (酸 に よ る満 定 で測 定 )が 必
要 で あ る。

◆課 題  【コ ンク リー ト床 の シ ミ発 生原 因 につ い て】
建 設 中の コ ンク リー ト床 にエ ポキ シ樹 脂 モル タル を上 塗 り した と ころ、

数 力月 後 に所 々茶 色 の シ ミが発 生 した。 原 因 を調べ た い。

指 導   異 常 部 は十 分 に 固化 して お らず フ ェノール 臭 が して い た。 電子 顕 微 鏡
及 び 赤 外 分 析 した と ころ、 カ ビで は な く、 針 状 の カ リウム及 び ナ トリウ

ム塩 が確 認 され た。 ま た、 pHを 測 定 した と ころ、 正 常部 は pH≒ 7
(中 性 )、 異 常部 は pH>12(強 アル カ リ性 )で あ った。
以 上 の こ とよ り、 施 工 時 に二 液 型 の エ ポキ シ樹 】旨 (主 剤 と硬 化 剤 )が
十 分 混 合 され ず に使 用 され たか、 水 等 が混入 して いた た め部 分 的 に未硬

化 とな ったの で は な いか と推 浪1さ れ た。 さ らに コ ンク リー トか らの アル

カ リ分 の 溶 出 に よ り、 未硬 化 の樹 脂 成 分 (ヒ
・スフェアールA)が 分解 を受 け変

色 及 び フ ェノール 臭 の発 生 を起 こ した もの と思 わ れ た。

◆課題  【焼 き付 け塗装面の ゴ ミの分析 につ いて】
鉄 板 に焼 き付け塗装 を施 していた ところ、 ゴ

ら しい。 どん なゴ ミが混入 しているのか分析 し

指導   焼 き付 け塗装 なので、 ゴ ミを溶か さず に塗料
そ こで、 試料 を顕微鏡で確認 したところ繊維状

機溶媒で膨潤 し軟化 させ、 繊維 だけを取 り出 し

の結果、 ポ リエステル繊維 であ ると判明 した。

も使用 されている物 と分か った①

た

を

で

顕

後

のよ うな物が混入 した

い 。

溶 か す こ とは難 しい c

あ ったの で、 塗料 を有

微 FT IRで 分 析 した。 そ

に、 エ ア フ ィル ター に

◇課 題

指 導

睡樹 脂材料の耐候性のテス トにつ いて羽

ポ リ塩化 ビニル製の製 品の耐候性 をテス トしたいが、 どの よ うな条件

が適 当であるか知 りたい。

最 初 に注意 したいのは、 耐候性試験 な どの環境試験 は時間をかけない

と結 果がでないので、 その経費 と時間を考 え ると大 まかな材料 間の差は

材料 メー カーな どのデータを利用す ることが必要 であ ると思われ る。 そ

の上 で行 う場合は、 ウェサ ―゙メーターを使用 した 自動 車用 (D0205)と 建築材料汗]

(Å 1415)の 」 とSが よ く利潟 される。 試験 時間 tま 評 rttξ ぬ容 や材♯よによ ● r

大 き く違・うため、一槻 には決定 できない。 例 えば、 波長域 は違 うが 五エ

ルギー量 だけで比べ ると 4倍 程度、 色の変 Fヒ な どでは 10以 上とい う,1
もあ り自社 で 目安 を設 ける必要があ る。

鬱 課 題  錘包 装 用 フ ィ ル ム に よ る塗 装 面 の 表 lal光 沢 の 異 常 醐
焼 き 付 け 塗 装 した製 品 に 包 装 フ ィル ム を か ぶ せ る と フ ィル ム と接 触 し

て い る者5分 が 他 の 部 分 と異 な っ た光 沢 に な る
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指導   フ ィル ムか らの溶 出分か どうか表面を FTと Rで 分析 したが、 特 に付着物
はなか ったため、 顕微鏡で確認 した結果、 フィル ムの掛 けてあ る所 は空

孔が少な く、 表面が平滑 にな ってい る。 これ らの結果 よ り塗装 の際、 表

面 は乾 いていて も、 内部 に残 ってい る残存溶媒が揮発 す る際 にフ ィル ム

があ ると、 その速度が遅 くなるために塗膜が緻密 な構造 にな り、 表面 に

光沢が 出る もの と考 え られ た。

◇課 題  【樹 脂 の 加 熱 溶 融 接 着 温度 の決 定 につ い て 】
低 融 点樹 脂 を用 いて加 熱 溶 融 接 着 を行 って い るが、 接 着 温度 を材 料 に

よ って変 え る必要 が あ り、 その条 件 崩 しに時 間 が か か る。 な に か 良 い方

法 は な いか。

指 導   熱 分 析 (DSC)を 利 用 して、 樹 脂 の溶 融 開始 温度 や 終 了温度 の 分 析

を行 うこ とに よ って、 樹 脂 の溶 融特 性 を 測 定 す る こ とが 可 能 で あ り、 そ

の結 果 か ら樹 脂 ご との 処理 条 件 を決 定す る こ とが 可 能 で あ り、 ライ ンで

テ ス トす るよ りも正 確 で短 時 間 で で き る もの と思 わ れ る。

◆課 題  【銅 製 部 品 の 変色 につ いて 】

指 導   あ る精 密機 械 の冷 去,部 分 に鋼 を使 用 して い るが、 フ ロ ンの全 廃 に と も
な って、 冷 媒 を変 更 す る必 要 が で て き た。 新 しい冷 媒 で諸 性 能 を テ ス ト

した と ころ、 以 前使 用 して い た フ ロ ンと比 較 して、 銅 に若 千 の 変色 が 認

め られ た。 性 能 的 には 問題 な いが、 長期 間の使 用 にな るの で ほ かへ の影

響 も考 え て、 変色 の原 因 を調べ て お きた い。 変色 部 を X線 光 電 子 分 光 分

析 (ESCA)等 で調 べ た結 果、 Cu、 C u20、 CuOと 比 較 して 銅 系

統 に は特 に異 常 は なか ったが、 使 用 前 に は な か ったチ ッ素 の 存 在 が 認 め

られ た。 冷 媒 中に チ ッ素 を含 む 成 分 (例 えば ア ミン等 )が 使 わ れ て い な
いか、 ま た その 銅 に対 す る影 響 を調 べ る よ う指導 した。
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4.研究 (技術開発)活動

バブル経済の崩壊、急激な円高、さらには価格破壊と、中小企業を取 り巻 く状況は日に日に厳 し

くなっています。ボーダレス、グローバル化の時代と言うことで、部品の海外調達や海外移転など

海外シフ トが注 目されていますが、やはり「ものづ くりJの基本は技術、特に独自技術と言えるで

しょう。 21世紀を目前にして、中小企業が生き残っていくためには、中長期的な視点にたった独

自技術力の開発 。向上がな くてはなりません。

また、知的財産 (特許やソフ ト)を めぐる問題、 ISO規 格や PL法への対応、環境問題への取

組などが企業の存続にも深 くかかわってくるような時代に入ったことも十分認識する必要がありま

す。このような激 しい状況を乗り越えるためにも、中小企業の技術力向上が欠かせません。

当センターでは地域企業への技術移転を前提に、平成 6年度も開発研究や応用研究に重点をおい

て、画像処理や自動化技術、新素材 。複合材料の開発と評価、酵素の利用技術、および新 しいデザ

イン手法について研究を進めました。

(1)研究参与の設置

研究業務に関する指導と助言を得るため、 6名 の学識者を研究参与に委嘱 しています。

ノ＼ オ寸  月氏三二貞る

サ|1村 貞 夫

小 島 男

木 村 良 晴

林  力 丸

演 崎 修 平

立命館大学理工学部 。教授

立命館大学理工学部・教授

立命館大学理工学部・助教授

京都工芸繊維大学繊維学部・教授

京都大学農学部 。教授

高度美術表現研究所主宰

FAシ ステムエ学、画像処理技術

制御工学、知的運動制御

無機化学、錯塩・放射化学

高分子化学、合成化学

タンパク質化学、レ素化学

産業デザイン

氏   名 所  属 。 職 専  門  分  野
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(2)研究概要

①研究テーマ

6年度は、次の 16テーマについて研究参与の指導を得ながら研究を実施 しました。
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バ ッチ式焼成炉における焼成工程の自動化に関する研究 (第 4報 )

光センシング技τ条善亀香覇撻穣謝嚢雄?研究(第
4報 )

プラスチック廃棄物の選別技術に関する研究 (第 1報 )

言亀害旋矯注桑讐緩梃曇2昔臀緩証響笑術撞翠務庭雷李必編先響)
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電子機器の電磁環境評価法の研究 (第 6報 )
一 電波吸収材の試作と特性評価に関する研究 (3)一

技術第一科  木村 昌彦 Masahiko Xinura

電波吸収体の設計は、適用周波数がMHz～ GHzオ ーダーとなり、数値計算だけでは困鋒なことが多 く、

実験を交えて行 うのが一般的であった。ここでは、損失誘電体で電波吸収体を構成するために、エポキシ樹脂

に炭素粒子と誘電率調整用のガラス気泡体を混入させたものを試作材料 とした。 したがって、媒質定数 として

1ま ε (誘電率)、 σ (導電率 )を考慮することになる。

そこで、誘電性電波吸収体を簡便に設計するために、簡易計算法にて特性が把握できる方法を検討 した。

バ ッチ式ガス焼成炉における焼成工程の自動化に関する研究 (第 4報 )

技術第一科

滋賀県立信楽窯業試験場

立命館大学理工学部情報工学科

Eij1 0gawa

Takashi NakaDlma

Katsuarl Karnel

(azuo lnoue

/Jヽサ|1栄 司

中島  孝
亀井 且有

井上 和夫

多入力多出力で非線形な特性を備え、熟練者が経験と勘により運転を行っているような制御対象には、ファ

ジィ制御の利用は有効な手段である。そこで、焼成炉の制御にファジィ制御を適用 した自動焼成システムの開

発とその有効性の確認を行ってきた。ここでは、焼成現場における制御装置の操作性と耐環境性の向上のため、

焼成炉と制御装置の仕様をより実用的なものに変更 した自動焼成モデル炉の開発を行い、その制御特性の評価

を行った。その結果、制御対象の焼成炉の容量を変更 した自動焼成モデル炉においても、実験システムと同様

の制御ルールでほぼ良好な制御結果を得ることができ、ファジィ制御の制御対象の変化に対する安定性を確認

することができた。

光センシング技術による表面粗さ判定法の研究 (第 4報 )
― 表面粗さ判定機の試作 ―

技術第一科  河村安太郎 Kawamura Yasutar8u

製品品質を確保する上か ら加工工程での全品検査が必要となってお り、このため加工現場で使える各種の精

度判定装置の開発が望まれている。その一つに、加工現場で使える非接触の面粗さ判定機がある。

本研究では、 レーザ光の反射光強度分布を用いた面粗さを判定する装置の開発を目指 している。今回は、赤

色微小発光 LED等 の組み合わせでこれを得 られるようになった。この光源とラインセンサー及び駆動回路を
組み込んだコンパク トな投受光一体型の表面粗さ判定用センサーを試作 したので報告する。

プラスチック廃棄物の選別技術に関する研究 (第 1報 )

技術第一科 月瀬 寛二

櫻井  淳
小,H栄司

Kanji Tsukise

Atsushi Sakural

Ettji Ogawa

近年、飲料用ボ トルに代表されるプラスチック廃棄物が社会問題とな り、その再資源化が望まれている。本
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研究では、画像処理技術を利用 して、プラスチックボ トル上に表示された材質表示マークを識別 し、安全で低

コス トにプラスチックボ トル廃棄物の材質判定を行なうことのできる、自動判別/選別技術を開発する。

今年度は、各種技術調査の実施とともに、ベル トコンベア上を移動するプラスチックボ トルを撮影 した動画

像の中から、全周方向(5方 向)の静止画像を瞬時にコンピュータに取 り込む技術と、多様な配色のラベル画像に

対 し効果的に画像処理を施すための2値化処理技術、およびラベル上の種々雑多な絵文字の中から材質表示マー

クの有無や位置を認識する技術の研究と開発を行なった。その結果、(1)ビデオスイッチャにより5台のカメラ

の画像を高速に切替え制御することにより、ベル トコンベア上を移動するプラスチックボ トルの全体画像を、

ほぼ瞬時にワークステーションに取 り込むことが出来る、(2)材質表示マークが中間の明度を持つようなボ ト

ルでは、RGB単色成分ごとの画像でも明度による2値化が困難であるため、今後、明度と色度おのおのに独立 し

た閾値を設定 し2値化を行なう手法を検討する必要がある、(3)材質表示マークの位置や形状に歪みの合まれる

ラベル画像には、マークの輪郭を構成する画素の方向成分や長さなど幾何学的特徴に着目したマクロなマッチ

ングと、テンプレー ト画像をマークの微小領域に限定 したテンプレー ト照合法との共用が有効である、ことな

どが解った。

音響特性による機械材料の非破壊評価技術に関する研究 (第 1報 )
一 超音波漏洩表面波による高周波焼き入れ層評価に関する研究 ―

技術第一科  井上 栄一 Eiichi lnoue

音響弾性を利用 して材料特性値を求める方法は、非破壊で測定することができるため、迅速でかつ全数検査

が可能であり、安全性を確保するための品質管理が注目される今日においては有効な測定技術の一つと言えよ

う。特に、高周波焼入れに代表されるような材料の表面硬化処理層の評価については、芯部と硬化層における

音響弾性の差が顕著であるため、この方法を用いて硬化深さ等の検出ができる可能性が高 く、実際に大型部品

の検査ラインでは実用化された例もある。

そこで、これら材料の音響特性測定技術のひとつである音弾性測定の適用範囲や手法等を調査、研究するこ

とで、より多 くの検査ラインヘの応用に目処がつけば、本県における製造業への技術的供与も可能となると考

え、本年度よりこれらのテーマに取 り組むことにした。今回は、S45C材 に高周波焼き入れを施 した実験試料の

硬化層深さの評価を行うため、漏洩表面波法による測定を行った結果、当所における超音波計沢1シ ステムでの

測定条件等についていくつかの有効な知見を得たので報告する。

ロボットの知的制御に関する研究 (第 1報 )

技術第一科  深尾典久  Norihisa Fukao

ロボットに高速、高精度な制御を行わせるためには、フィー ドフォワー ド入力が重要な働きをする。本研究

では、フィー ドフォワー ド入力形成のために学習制御法を用いる。一般に学習制御法においては各々の目標パ

ターンについて実際にロボットを動かして、理想入カパターンを習得する必要がある。しか しながら、例えば

以前の研究で取り扱った、ベル トコンベアシステムの様に目標パターンが予め与えられていない場合には、全

ての目標パターンに対 してフィー ドフォワー ド入力を形成する必要があるため、学習制御法の適用が困難であ

る。この問題を克服するため昨年度は、時間軌道および空間軌道に関する入カパターンの補間法を提案 した。

本年度は、時間軌道に関する補間法を、位置と力のハイブリッド制御において、非線形な時間変化に対応でき

るように拡張 した新たなアルゴリズムを提案する。また 3自 由度のロボットシミュレーションによりその効果

を確認する。
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プルーゲル法による微粒子含有非線形光学ガラスの作成

技術第二科

立命館大学理工学部

前川  昭
小島 一男

Akira Maegalla

Kazuo Kojima

金などの貴金属微粒子を ドープしたガラスは高い 3次の光学非線形性を有 している。このため、光通信 時代

のフォトニクス材料として光コンピューターなどのスウィッチング素子として期待されている。貴金属微粒子

ドープガラスは現在、溶融法、スパ ッタリング法、イオンプレーティング法などで作製されている。これらの

方法は、溶融法を除いて実用的とは言いがたい。そこで、平成 4年度から簡便に貴金属微粒子 ドープガラスを

作製することを目標として、金属アルコキシ ドと無機塩からブルーゲル法を用いて
バルク体の貴金属微粒子 ド

ープシリカガラスの作製を試み、平成 5年度には金微粒子 ドープガラスを作製 した。ブルーゲル法で作製され

た乾燥ゲルは、多孔質であるので内部までの改質を行い易い利点があり、本年度は、水素逮元法で銅微粒子 ド

ープシリカガラスの作製を試みた。その結果、ルビー色に呈色 した銅微粒子シリカガラスが生成できた。また、

水素還元によリガラス中に生成 した銅微粒子の粒子径は 4.8nmと 見積もられた。さらに、このバルク体の

銅微粒子含有シリカガラスの非線形感受率χ3は縮退四波混合測定装置での測定から 3.OX10-1 le,s.

u.と 見積もられた。

ゼオライ ト機能性材料の開発

(研 究連携推進事業 )

技術第二科 同町

'H   

日召  Akira Maegawa

杞
^'II   

支盗  Susumu Matsukalva

横井ナH 三二美  胞 Sani Yokoigawa

r丁苦[ ]ムΞ捨  Ⅱiroyuki Abe

ゼオライ トはアル ミノケイ酸塩化合物で、その機能は吸着、イオン交換、触媒と多 くの機能を持っている。

また、ゼオライ トは、その結晶水が 100°C付近で放出され水蒸気になることから沸石と言われている。結

晶水を失ってもそれを包蔵する細子しは構造を保っているため、いろいるな気体分子を吸着する④これを他の原

料を水と混練 し、静置および焼成することにより、ゼオライ トが発泡剤、バインダーになり多孔質セラミック

スを形成する。また、多孔質セラミックスの原料としては、利用範囲の限られた天然ゼオライ トと滋賀県内に

産出する未利用資源を活用でき、これらの資源の有効利用の範囲が拡大できる。本研究ではゼオライ トと県内

産未利用原料を用いた多孔質セラミックスを作製 し、その機能性の調査を目的とし、本年度は、多孔質セラミ

ックスの作製条件の検討とその制御方法を検討するために多孔性の要因である空孔率や平均細孔直径などとセ

ラミックスの圧縮強度について、ゼオライ トの配合比、混練水量、乾燥温度などについて検討 し、その最適値

を明らかにした。また、機能性の評価としてイオン交換ゼオライ トの対りん酸イオンの吸着性能を検討 し、そ

の吸着性能を保持させた多孔質成形体の作製方法を検討 し、水中の リン酸イオンを吸着除去できるゼオライ ト

系多孔質材料を開発 した。

高圧下における酵素反応に関する研究 (第 3報 )
一 膵臓 Q一 アミラーゼの触媒反応に及ぼす圧力の影響 一

技術第二科  松本 正  Tadashi Matsuttoto

圧力により酵素反応生成物の変換を行うことを目的に、マル トオ リゴ糖を基質に膵臓α―アミラーゼの反応

生成物組成に及ぼす圧力の影響を検討 した。検討は、マル トトリオース(G3)、 マル トテ トラオース(G4)、 マ

同

同

同
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ル トペ ンタオース (G5)、 マル トヘキサオース(G6)及びマル トヘプタオース(G7)を基質に、30℃ 、0.1～ 300MPa

においてア ミラーゼを 2～ 120分 間反応させ、生成物を高速液体 クロマ トグラフィーにより分析することで
実施 した。その結果、本条件下では G3か らの生成物は認められず、G4と G5を 基質 とした場合圧力を変化させ
ても生成物組成に変化は認められなか った。これに対 し、G6と G7では圧力の増加に伴い生成物組成が変化 した。

本結果は圧力により酵素の反応パターンを変換できることを示唆するものである。

プラズマ処理フィルムと金属蒸着膜との接着性
― 酸素プラズマ処理ポ リプロピレンフィルム/ア ルミニウム蒸着膜のはく離面の解析とはく離様式 ―

技術第二科   中村 吉紀 Yoshiki Nakamura

これまでの研究で、プラズマ処理 したPPフ ィルムとアル ミニウム蒸着膜との接着性はプラズマ処理時間に
より複雑に変化することが分かっている。この原因としては、処理時間とともに酸素官能基の導入、WBL(Veak

Boundary Layer;弱 い結合層)の 生成、エッチングによる表面粗化の3つ の現象が順次おこるためと考えられ

た。そこで、プラズマ処理 したいくつかのPP/Allこ ついて、SEMお よびXPSを用いてはく離面の観察および分析を

おこなった。その結果、高接着性のPP/Alに おいては、PPと Al間でのはく離は認められず強 く接着 していること

が分かった。一方、低接着性を示 したPP,Alの うち、未処理PPで はPPと Al間の界面はく離が支配的であり、また

過処理のPPではPP層 での疑集はく離がおこっていた。この場合PP層 がかなり弱い力ではく離 したことから、接

着強度が大幅に低下 した原因として、プラズマ処理によりPP表面にVBとが生成 したことが考えられたЭ

機能性微粒子の利用技術に関する研究 (第 2報 )
一 磁性微粒子の生成条件制御と表面改質に関する研究 一

技術第二科   阿部 弘幸 HirOyuki Abe

今 日、磁性微粒子は、磁気コアやボンド磁石の他、磁気カー ド、磁気記録媒体、磁性塗料、磁性流体、臨床

検査薬等さまざまな分野にに利用されている。本研究は、機能性微粒子の 1つ に磁性微粒子を選び、表面改質

及び他素材 との複合化を 目的として進めている。市販の四二酸化鉄 (F e3③ 4)粉末を、種 々の濃度のオ レイ
ン酸ナ トリウムで吸着処理 し、吸着量の定量を行 ったЭまた、添加する水酸化ナ トリウムの濃度を変え湿式共

沈法
1)に
より同様のスピネル型フェライ ト磁性粉の合成を行 った。

県産原料によるセラミックスの開発研究 (第 1報 )
一資源調査とその特性―

技術第二科  横井川 正美 Masani Yokoigawa

近年、地球環境保全が全世界的なテーマであり、この分野の市場規模は一兆円とも言われいる。また、一般

生活者の環境意識を追い風に、21世紀の向けて新たな産業づくりの芽もたくさん見え始めている。

本報は、従来あまり見向きされなかった古琵琶湖層粘土「ズリンコJに着目し、その分布や化学的特性につ
いて調査研究 したものである。
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セラミックス分野における技術計算ソフ トの開発 (第 2報 )
一釉薬のゼエゲル計算ソフ トの開発―

技術第二科  横井川 正美 Masani Yokoigawa

マルチメディア時代の到来により、すでにパソコンが仕事には不可欠なものになった。 しか しながら、単に

ワープロや表計算にしか利用されないことも多い。これは仕事に使えるソフ トがまだまだ少ないからである。

近年、汎用ソフ トウェア市場は大手企業の買収や合併による寡占化が進行 しているが、特殊な業種について

はまだまだ多 くの需要があり、中小の企業がベンチャーとして活躍できる余地があるc

本年度は開発環境をWindOwsと し、統一された操作性とCAI効 果を狙ったアナログ入力による釉薬の調合や
理論物性値を計算するソフ トウェアを開発 した。

マ トリックス樹脂の分子量が成形性や CFRTPの
物性へ及ぼす影響について

技術第二科   那須 喜一 Nasu Yoshikazu

特に耐熱性の高い熱可塑性樹脂と炭素繊維 (CF)を 複合化する際には、樹脂の成形性の確保が問題となるЭ
そこで、熱可塑性ポ リイ ミド系樹脂について通常のものと分子量を下げたもの、そしてそれらの混合物につい

て、樹脂溶融粘度の低下について検討 した。また、それらの樹脂を用いてCFRTPを 作成 し力学的強度の比
較と、その温度依存性について検討 した。

デザイン手法の高度化に関する研究 (第 7報 )
一 二次元インテリジェン トデザイン手法の開発に関する研究 (2)一

技術第二科   野上雅彦 Masahiko Nogani

コンピュータの普及に伴い、デザイン分野でのその利用も各方面で進められている。当センターでは中小企

業へのフィー ドバ ックを前提とした、パーソナルコンピュータ (以下PC)ベ ースでの研究と共に、より処理能

力の高いエ ンジエアリング・ ワークステーション (以下EWS)上で二次元CGソ フ トウェアを用いた研究も並行 し

て進めている。

本年度は、デザイン開発におけるクリエイティブヮーク支援を目的に、イメージ言語によるグラフィックイ

メージ自動生成プログラムの開発を行なった。デザイナーの創造性の刺激を目的とし、イメージキーワー ドを

選択することで、そのイメージにそったグラフィックの自勃生成プログラムを完成 した。

自然素材を使 ったクラフ トアー トからデザインヘの展開に関する研究

技術第二科   山下誠児 Seijtt Yamashita

本県は「ヨシ群落保全条例」 (琵琶湖のヨシ群落の保全に関する条例)を平成 4年 7月 に施行 し、琵琶湖の

自然環境保護に努めている。そのなか、ヨシの有効利用の方法として、紙への加工の試みが行なわれたが、未

だ有効な解決に至っていない。

昨年度はヨンの節を利用 して点と線の表現方法の検討を行った。本年度は、引き続き点・線・面 (エ レメン

ト)の 表現方法の検討と、新たに他の素材との複合によるオブジェ作品の試作展開を行った。その作品のアイ

デア展開はベンによるスケッチと二次元CCに よるスケッチ、そして工作作業を同時に進めながら行った。
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株式会社麗光 フ
°
ラス
゛
マ重合によるア

°
ラスチックフィルムの表面

改質に関する研究

技術第二科6.1,1～ 6.6.30

立命館大学

理工学部

ブルーゲル法による非線形光学ガラス

の作製と評価に関する研究

技術第二科6.10.15～ 7.3.31

大阪工業技術

研究所

機能性薄膜の精密コーティング技術 技術第二科6.4.1～

株式会社暁電機製

作所

計測装置に関する研究 技術第一科4.11.1～ 6.6.30

近畿地区公設試験

研究 7機関

6.4.1～高分子系廃棄物の高度利用技術に関す

る研究

技術第一科

立命館大学

滋賀県立信楽窯業

試験場

3.4.1-7.3.31
信楽焼焼成炉に対するファジィ制御の

適用に関する研究 技術第一科

機  関  名 研  究  テ マ 期    間 担  当 科

(3)共 同研究および研究生等受託

①共同研究

②県内商工関係四場所技術研究会

商工関係四場所 (工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所、機械金属工業指導所)が

互いに密接な連携を図り、県内企業の技術ニーズに適合した試験・研究
。指導事業を実施 していくた

め、昭和 63年からコンピュータ利用研究会と材料技術研究会を設置しています。

平成 5年度の活動状況は次のとおりです。

工業技術

センター
実施場所 工業技術

センター
信楽窯業

試験場

繊維工業

指導所

能登川支所

信楽窯業

試験場

実 施 日
７
１6.6。 176.ll.8 6.12.20

コンピュータ利用技術研究会 材 料 技 術 研 究 会
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③研究生受託

④海外研修生受託

⑤学外実習生受託

日本シ
゛
ョン・クレーン

株式会社

6.12.1～ 7.3.31メカニカルシールの熱歪み解析 技術第一科

兵神装備株式会社 モーノポンプ駆動機等の振動のモー

ダル解析と最適構造の研究

6.10.11～ 7.3.31 技術第一科

株式会社アイ・エス
。テイ

ポ リイ ミドの重合に関する研究 6.10.3～ 7.3 技術第二科

タカタ株式会社 6.7.1-7.3.31自動車用幼児拘束シー トの有限要素

解析による応力解析と最適形状の研

究

技術第一科

グンゼ株式会社 ロボットのためのサーボ制御技術

の基礎研究

技術第一科4.1～ 6.9。 30

機 関 名 期   間研 究 テ マ 担 当 科

フ ラジル イオランダ・ディル

・フェルナンデス

6. 8.17-7. 3.17各種分析機器による分析

方法とその評価

技術第二科

国 名 氏   名 期   間研 究 テ マ lB 当 凄|

基礎影素化学実験および微生物

菌数測定実験

坂日 栄樹 技術第二科

多関節ロボットの制御 脇田 隆司 技術第一科

RS 232Cを介 した一軸テーブルの

自動制御

川辺 陽一 技術第一科

龍谷大学理工学部ディジタルオシロスコープのデー

タ解析システム開発

技術第一科6. 8.29
～ 6.9.16

矢野 英樹

実  習 テ マ 担 当 科期   間氏  名大 学 名
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(4)研 究発 表 等

①学会誌等発表

②学会等研究発表

日本農 芸化 学会Concentrations and
Compositions of lnter―
nal Free Amino Acids
in a Halotolerant
Brevlbacterluln sp.
in Response to Salt
Stress

正
他

松 本Biosclence,
Biotechnology and
Biochemistry
Vol.58,No.10,
p1873-1874,1994

ンテ レフタ
の イオ ン注

改質

レ
脂

面

チ
樹
表

工
＞

る

く

卜

よ

り

一
に

ポ

レ

入

日本 接着 学会誌
Vol.30,No.4,
p167-175,1994

日本接着学会 紀
他
士
ロ中 村

Evaluation of Weibull
Parameters for Static
Strengths of Ceranics
by Monte Carlo Simula一
tion

Materials
Research
tional
Vol.1, No
p.51-58,

Sclence
lnterna―

・ 1

1995

The Society of
Material Sci―
ence, 」apan

士
心
崩
Ｗ

一局今 道

電気 学会全二次 電流 を未知量 と し
た くま取 リコイル形 誘導

電動機 の磁 界解 析

井 上 明
他

一嘉電気 学 会論 文 誌 D
Vol.114-D,No.9,
pp.849-854

基 板検査 用 治具 設
めの微細 画像 処理
ムの 開発

計 の た

シ ス テ

システ ム制御情

報 学会

井 上 明
他

一最システ ム制御 情 報 学

会論 文誌 ,Vol,7,
No.5,pp.168-175

システ ム制御情

報学 会
陶器焼 成炉 の モデ リング
とフ ァジ ィ制御

ノト 川 栄 司

他

システ ム制御情 報 学

会論 文誌 ,Vol.7,
No.4,pp.122-133

発 表 題 名 学  会 名 発 表 者学  会 誌

た

の

し

タ

慮

一

考

モ

を
サ
一
ン
析

ユ
デ

解

キ

ン
界

ス

コ
磁

井 上 嘉 幌
他

1994.
8.18学

市
大

山

山

福
福

転回器止
会
静
究
会

研

学

同
気
合
電
機

第 38回 システ ム鈴」
御情 報学 会研 究発表

講演 会

学 習制御 によ り得 ら
れ た ロボ ッ ト入 力 の

空 間補 間性 能

深尾 典久
他

大 阪市
大阪国際交流
センター

1994.
5。 27

Fuzzy Controller
for Ceramic Kiln

小 川 栄 司1994,7神 戸市Proceeings of 」apan―
U.So A. Symposlum on
Flexible Automation

会   場主催機 関 。名称発 表 題 名 発 表者年 月 日
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松 本  正1994.
9。 16

大津市
さざなみ荘

彦貝
△
本

糖
例
用
部
応
支
本
畿
日
近
［幽
△
本

２
学
第
科

ロ
ミ
成
果

ミ
ア
生
効

ア

一
解
圧

鎖

α
分
高

直
臓
水
す

― ス の 鮮
ラ ー ゼ 加

物 に及 ぼ

４

　

　

・

横浜市
横浜ハ
°
シアィ]

International
Adhesion Symposlum
'94 in 」apan

Adheslon between
the plasma― treated
polypropylene fil硼
and the aluminuⅢ
thin film

1994.
7.7

東 京都
教 育 会館

繊維学会液晶と
°
ッチ系炭素繊維

―アルミナ繊維一方向ハイ
フ
゛
リット
゛
複合材料の曲

げ特性 (H)

中村 吉紀
他

1994.
6.27

第 32回 風本接 着学
会年次 大 会

東 京者[
品1区立総合
区民会館

ン
膜
合

オ
薄
接

イ
機

の

注入 に よ る無
と高分 子材料

前 川
刀
口

鵬
』

1995.
3.27

京都 市
立命館大学

回９６第△
ボ
碁十
△
本

化
年
本
季
日
春

微
高
金

の
粒 子含有 シリカケ

゛
ル

温 スペ ク トル

1995.
3.27

京都 市
立命館大学

日本化学会第 69回
春季年会

る

力

の

よ

り

そ

に

シ

と

法
有
製

ル
含
作
性

ゲ
子

の
特

一
粒

ス
的

ル
微
ラ
学

ゾ
銅
ガ
光

前川  H召
松川 進 横井川
正美 阿部弘幸
他

，

７

広 島市
広島国際会議場

△
本
）堂
Ｊ
△
ボ

境
年
環
回
水

９

本

２
日
第

イ
ラ
法

陽
オ
ン

オ ン交 換 処 理 ゼ

イ トに よ る脱 リ

に つ い て

４

　
　
・

札 幌市
北海道大学

協

ポ

ス

ン

ク

シ
ツ
季
ミ

秋
ラ

回

セ

７

ム

本

第

ウ

日
会

ジ

ゾル ー ゲル 法 によ る
Auド ープ非線 形光
学 ガ ラスの作製

今 道 高 志

他

1994,
5,10

市

捨

」

料

者

材

京

跡

日本材料 学 会
疲 労部 門委 員 会
第 23回 セラミックス強度研
究 分科会

常圧焼結炭化 ケイ素
の破壊強度 および破
壊靭性値の温度依存
性 につ いて

深 尾 典 久

十也

1994.
11.2

福 岡市
九州大学

第 12回 日
卜学会学術

ツ、水
十
△
奮

口
演
本
講

接触環境 において学
習制御 によ り得 られ
た入カハ

°
ターンの補 間

深尾 典久

他

４

　

　

・

ンツカ
゛
ホ
°―ル

Shangri― La
Hotel

The Third
lnternational
Conference on
Automation,
Robotics and
Computer Vislon

Interpolations for
lnput Torque
Patterns obta■ ned
through Learning
Control

発 表者年 月 日会   場主催機 関 。名称発 表 題 名

前 川

前 川

山中仁 敏
中村 吉紀
他

中村 吉 紀

他

召

也

昭

他
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グ

ロ

ト
プ
ン
成
工
生
成

ジ

ス
作

リ

ク

の

テ

イ
ム

ン

フ

ラ

イ

ラ

グ

滋賀 県
立命館大学

テ クノ リサーチコ

ンフ ァレンス '94

４

　

　

。

イ
理
着

フ
処
接

子

マ
の

分
ズ

と

一局
ラ
料

ルムのプ
と異種材

薄膜機 能材
・ 評価 。応

る研 究会

成

す

合

関
の

に

料

用

1994大津市

龍 谷大学

中村 吉紀

高分 子材料へ のイオン

注入 (IV)
一無機 薄膜 /高 分 子
材料 の界 函接着へ の

イオ ン注入 の影 響 一

池 田 市

大 工 研

重要地 域技術 開発

成果発 表 会

中村 吉紀
他

1994.
5.31

表 面周期 構造 に よ る

電波 吸収 体 の特 性 向
上 につ いて

県
市
岡
松
静
浜

工技連 電子連 合部会
コンヒ
°
ュータ応用 分科会
EMC研 究会

木 村 昌彦1994.
10,20

ツ
術
チ
技
ス
別
ラ
選

究

プ

の
研

ク
tこ

物

る

棄

す
廃
関

青 森 県工技連電子連合部会
コンヒ
°
ュータ応用分科会

コンヒ
°
ュータ利用技術研

究会

櫻 井  淳1994.
9.7

発  表  題  名 会   場主催機 関・ 名称 発 表者年 月 日

③工 業技術連 絡会 議 関係研 究会 等発表

野 上 雅彦
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(5)職員の技術研修
①中小企業大学校への派遣

②工業技術院関係会議

③その他の技術研修

事例研究短期研修課程 3日 間コース 前川  昭7. 1.24～  1.27

山下 誠児6.11.15～ 12.14中小企業技術指導員研修課程 工業デザイン 1カ 月コース
研 修 コ ス 派 遣 者 名期

工技連機械金属連合部会近畿地方部会研究会 井上 栄７
１池 田

大  阪工技連機械金属連合部会計測分科会齢評価技術研究会 中山 勝之7. 3.23-24
つくイぎ工技連計測分科会オプ トメカ トロニクス研究会 河村安太郎7.3.2～ 3
福  井工技連資源環境連合部会近畿地方部会研究会 横井川正美7. 3.  1

近工連企画委員会ネ ッ トワーク検討会 河村安太郎
児島 聖治

6.12.22大  阪
奈  良近工連電子部会 井上 嘉明6.12.2

6.11.24～ 25つくば工技連生命工学連合部会ニューバイオ技術検討会 松本  正
近工連機械金属部会 河村安太郎6.11.24～ 25大  阪

名古屋第35回 全国公設試験研究機関素形材技術担当者会議 今道 高志6.11.21～ 22
浦  和工技連物質工学連合部会デザイン分科会 野上 雅彦6.H.17～ 18
水  上工技連電子連合部会電子デバイス分科会 中山 勝之6.H。 17～ 18

5。 10.27京  都近工連物質工学部会デザイン分科会 野上 雅彦
6.10.26～ 28伊香保工技連機松金属連合部会計測分科会 中山 勝之

工技連生命工学連合部会中部近畿地方部会 松本  正6.10.25京  都
工技連電子連合部 EMC研 究会 木村 昌彦6.10.20～ 21浜  松

岡 谷工技連機械金属連合部会メカ トロニクス研究会 月瀬 寛6.10。 20～ 21

君呂 山工技連物質工学連合部会高分子分科会 那須 喜一6.10.19～ 21

近工連テクノリサーチヨンファレンス 野上
他
彦
名
雅
４

2草  津
盛  岡工技連物質工学連合部会分析分科会 横井川正美6.10.26～ 28

6.9。 21～ 22和歌山工技連物質工学連合部会近畿地方部会化学専門部会 阿部 弘幸

6.9,12大  阪近工連企画委員会ネ ッ トワーク検討会 河村安太郎
児島 聖治

森工技連電子連合部会コンピュータ応用分科会 櫻井
井上

一与

一栄
6.9.7～ 9
6。  8.30奈  良近工連物質工学部会 中村 吉紀

近工連物質工学 。資源環境合同部会 中村  吉紀6.7.21大  阪

6.7.6～ 8徳  島工技連物質工学連合部会デザイン分科会 野上 雅彦
山下 誠児

大  阪近工連企画委員会ネ ットワーク検討会 河村安太郎
児島 聖治

6。 7.4
つくイぎ工技連物質工学連合部会総会 中村 吉紀6.6.22～ 24
弘  前工技連生命工学連合部会総会 松本  正6.6.8～ 10

6. 5.25-2子育ヨ  月ド工技連電子連合部会総会 中山 勝之
工技連資源環境連合部会総会 前川  昭6.6.8～ 10佐世保

米  子工技連機械金属連合部会 松川  進6.5。 18～ 19

6.6121車  津近工連機械金属部会 之
進
郎

勝
　
太安

山
川
村

中
松
河

6.6.9～ 10つくば工技連機械金属連合部会メカ トロエクス研究会WG 月瀬
深尾
寛二
典久

工技連生命工学連合部会中部近畿地方部会 松本  正6. 4.27-28大  阪

八
奮 名 出 席 者 名期    間開催地

6.4.21大  阪GPCセ ミナー 那須 喜一
開催地議△

ぢ 名 出 席 者 名間

-47-



村
道
中
今

如爬
士心

士
口古同

7.3.16-17田 無SR利用技術講習会
松川  進7.3.7～ 9水  戸資源環境 シンポジウム
櫻井  淳7. 2.23京  都IPAC研 究会講演会
小川 栄司7. 2.20京  都京都大学大型計算機セ ンターNCA5総 会
松本  正7. 2.16～ 17東  京抗真菌活性評価法ワークショップ

那須 喜一7. 1.27京  都サーモプラスチ ックコンポジット委員会第 15回研究会

深尾  典久7. 1.25-27東  京超音波による非破壊評価シンポジウム
今道 高志ワ

‘ 2草  津SR研究会

月瀬 寛二
櫻井  淳

７

７
”

”

大  阪AVS入 門セ ミナー
河村安太郎6.12.15彦  根IS09000認 証取得講習会

月瀬 寛6.12.7～ 8東  京画像工学コンファレンス
松本  正6.12.5京  都ノボノルディスク酵素 シン ジウム

今道 高志6.12,2名古屋第31回 X線材料強度に関する討論会
阿部 弘幸2米  原繊維ハイテクセミナー
今道 高志6.11.21～ 22名古屋第35回全国公設試験研究機関素形材技術担当者会議

中村 吉紀6.11.18大  阪アルバ ック・ファイ大阪テクニカルセ ミナー

前川  昭6.H.13～ 18茨  城第 2種放射線取扱主任者講習会
井上 嘉明姫  路すばる委員会エネルギー講座

27草  津日本機械学会ロホ
゛
ット部 F弓 第 15回技術委員会講演会

月瀬 寛東  京CAEDSユ ーザー研究会
木村 昌彦6.10。 12～ 14東  京E M C standerd & Technology Seminer
前川  昭6。 10。 12大  津特別管理産業廃棄物管理責任者認定講習会

中山 勝之
河村安太郎

草  津21世紀のテクニカル・エイ ド・研究フォーラム
井上 栄一6.9。 28～ 30名古屋品質工学セミナー

6. 9.28大  阪日本接着学会関西支部第 21回学術講演会

阿部 弘幸
今道 高志

6. 9。 20車  津立命館大学 SRフ ォーラム
今道 高志6.9。 12～ 13京  都第38回 日本学術会議材料研究連合講演会

松川  進6. 8. 4大  阪SR利用調査委員会議
櫻井  淳6.7.12～ 15育ヨ  舅ヽ画像の認識・理解 シンポジウムMIRU' 94
今道 高志6,7.14岐 阜日本機械学会東海支部岐阜地区講演会

セ ミナー 微粒子の機能化とその技術 阿部 弘幸6, 7. 8

上
下
野
山
雅彦
誠二

6. 6.24CG OSAKA' 94
松本  正6.6.17ベックマンセミナー

東  京エタン全廃全国大会 木村 昌彦6.6.6～ 8
6.6.3大  阪第31回量子放射技術研究会

深尾 典久6. 5。 26-27大  阪システム制御情報学会研究発表講演会

④海外派遣

⑤大学派遣研修

深尾 典久6。 11.8～ H。 12工
刀
ン

ル

シ

一

■
●オートメーション、ロホ

゛
ティスク、コンヒ

°
ュータヒ
゛
ン
゛
ョン(ICARCV'94)国際会議

松川  進6.10.25-11.11フ
゛
ラン
゛
ルリオ・ク

゛
ランテ
゛
・ド・スール州科学技術交流視察

氏   名期    間開催地
△
ポ 議 名

小川 栄司6.4.11～ 7.3.31
(41日間)

京都大学工学部情報工学科特徴画像の自動認識に関する研究

氏   名期    間派   遣   先研  修 ア マ
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5.広 報 ・情 報提 供

(1)科 学技術振興 プラザの開催
産 。学・ 官の交流機会の創 出と科学技術の啓発普及 を図ることを 目的に滋賀県科学技

術振興 プラザ を (財 )滋賀県工業技術振興協会に委託の うえ実施 し、約 250名 に上 る
参加 を得 ま した。 (詳 細は、協会事業の 7.科 学技術振興プラザ事業 を参照 くだ さい。 )

(2)干」イ予1勿 てD5鼈そ予
①技術情報誌「 テ クノネ ッ トワー ク」

紙 面を ビジュアル に刷新 し、工業技術セ ンターの「活用法」「試験研究機器紹介」を

は じめ、「 テ クノ レビュー」「研修・ セ ミナーのお知 らせ」等企業 に役立つ情報の提供

に努め、県内企業 および関係機 関、団体等 に配布 しま した。

○発行 :年 5回 (7、 9、 H、 と、3月 )VOL 27～ 31 部数 :各 2,000部 (振 興 協会 と合 同発行 )
②業務報告書

平成 5年 度 の工業技術セ ンター業務活動の年報 と して、第 8号 を発刊 しま した。

内容 は、業務概要、施設、設備、組織、予算等を中心 にまとめた もので、主 に行政 。

試験研 究機 関、 関係 団体等へ配布 しま した。

○発行 :8月  部数 :600部
③研究報告書

県内企業への技術移転を 目指 した応用研究を主軸に、併せて先導 的な研究実施 を 目的

とす る「工業技術 セ ンター研究指針 Jに もとづ き、メカ トロニ クス応用の 自動生産化
システ ムの研究、複合材料 の評価 に関す る研究等 に取 り組んでいますが、 これ ら研究

成果を広 く県内企業 に普及す るとともに、技術指導等の基礎資料 と しての活用 を図る

ため、平成 5年度研究報告 と して と りまとめ、主 に行政・試験研究機 関等へ配布 しま
した。

○発行 :8月  部数 :600部
④その他

当セ ンターの利用促進を図 るため、「利用の手引きJ、 「試験研究機器等一覧」等を

作成 し関係機 関、県内企業等へ配布す るとともにセ ンターに常備 しま した。

(3)工 業技術情報資料等の収集・提供
工業技術 に関す る図書、雑誌および資料 を備え、県内企業への閲覧・貸 出に供す るた

めの体制整備 に努 めま した。

所有 図書 :図 書 :約 9,500冊  雑誌 :約 100種 類  日本工業規格 :全 部門
情報検 索 :」 OIS、 PATOLIS(滋 賀県工業技術振興協会 にて運用 )

(4)見 学者等の対応
開設以来、施設、機器、運営等につ いて、海外を含め、県内外か らの技術者、経営者、

行政 関係者等の多数の視察、見学があ ります。

平成 5年 度 見学状況

442人25件訂
―

347メ、19件県   内 団 体   等

95人6件県 外 (海 外 含 む )団 体 等

人  数件  数区 分
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(財 )滋賀 県工業技術振興協会 の活 動

1.概 況

2.理 事会 ・運営委員 会の開催

3。 専 門部会の 開催

4

5

6

人材育 成事業

技術情 報収集 。提供事業

技術 。人的交流促 進事業

科学技術振興 プ ラザ事業

8 研 究交流促進事業

7



概 況

人材 育成、情報収集・提供、技術・人 的交流、産学官交流促進 の 4つ を主な事業 と

する当協会 は、工業 技術 セ ンター と表裏 一体の 脇力の もとに本県工業技術 の拠点 と し

て企業 ニ ーズに可能 な限 り対応 すべ く、 それぞれの事業の内容充実 に努め ま した。

本年 度 は、工業技 術振興 会館 を拠点 に、技術研修 の充実、科学技術 セ ミナ ーの開催、

図書室 の運営 な ど、積極 的 な取組 み を進 め、 さ らには技術 。市場交流 プラザ事業 の開

催、 OBグ ル ープお よび滋賀県異業種交流連合会の支援な ど、交流促進事業 を展 開 し

ま した。

2.理 事会・運 営委員会 の開催

3 専 門部会 の開催

平成 7年

3月 16日 第 2号議案   役 員の辞任 に伴 う後任役員の選任 につ

いて

第 3号議案   平成 6年 度収支れと正予算につ き、議決

を求 めるこ とにつ いて

第 4号 議案   平成 7年 度事業 計 Lllliお よび収支 予算 に

つき議決 を求めるこ とにつ いて

理  事  会

(第 2回 )

第 1号議案   平成 5年 度事業 報告 および収 支決算 に

つき、議決 を求め ることにつ いて

理  事  会

(第 1回 )

平成 6年

6月 9日

議 案会  議  名開  催   日

食   品平成 7年

3月 15日

平成 6年 度研修実施 状況 につ いて

平成 7年度技術研修 計画 につ いて

電子 ・機械冨12成 71F‐

3月 14日

平成 6年 度研修実施状況 について

平成 7年 度技術研修 計 llFl」 につ いて

工業材料平成 7年

3月 13日

・平成 6年度研修実施状況について

。平成 7年度技術研修計画について

善ll        F]開  催  日 内 容
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4.人 材 育成 事業

「企業は人な り」 を実践するため、各技術分野にわた り研修講座 を設け、企業の求

める実践的かつ高度な研修 をめざし、理論と実習の両面か ら研修内容 を充実 して実施

しました。

① 短期研修

本年度は 「情報ネッ トワークの基礎」 を 1講座増設 し、計 14講 座の研修 を実施 し

ました。

14講 座の受講者は 249名 で、大企業は 48.6%、 中小企業が 49.8%の 割

合であ り、前年度に比べると、中小企業の比率が約 10%減 少 しました。

また、受講者の地域別の害し合で、湖南・甲賀 。中部で 82.8%を 占めています。

日日和 60年 か らの受講者累計は 2, 393名 に達 しています。

ア.実  績

6。  9.20′Ψ  10。  3 24.5518プラスチ ック材料の利用技術講座

6. 9. 5^ン   10. 7 44.01125メカ トロニ クス基礎講座

6. 9。 12-  9。 14 12プログラマブル・コン トローラ

中級講座

21.53

6。  6.27-   8.27 420―ブログラマブル・コントロ…ラによる―

自動化・省力化技術入門講座

20,5

6, 6. 6-  7. 8 109BASIC言 語 講 座 40.0

6. 6.16′V   7.14 18プラスチ ック射 出成形加工技術講

座

34.09

6. 5。 26′V   6.17

日

7

暑

27鉄鋼材料 と熱処理講座

時 間

27.5

実 施 年 月 日 日 数受講者講    座    名 時間数
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訂
・ 435.510324914講 座

7. 2.20′Ψ   2.27 13.513食 品加工技術講座

18パ ソコ ンインターフェイス技術講

座

7. 2.20′Ψ   2.17 31.56

7. 1.23-   2.16 30.5820メカ トロニ クス実用人間講座

プ レス加工技術講座6,11. 7～   12. 2 31.0812

71.01718メカ トロニ クスのための C言 語講

座

6.10.11～   12.6

6。 11。  4-  12,9 24.520情報ネッ トワークの基礎講座

6.10。 24′V  ll. 1

時 間

21.5

日

4

名

19自動化 のためのセ ンサ技術 講座

実 施 年 月 日 時 間数日 数受講者講    座    名

イ.企 業規模 別受講者数

4 8.  6比 率 (%) 1. 649. 8 100. O

受 講 者 数 4名124名121名 249名

中 ′卜 企 業大  企  業 そ  の  他

-53-



ウ.地 域別受講者数

100.01.22,46.47.213,711.757.4士ヒヨ膵 (%)

249名3名6名16名18名34名29名143名受講 者数

その他湖  西消刃  耳ヒ湖  束中  部甲  賀湖  南

②長期研修

長期研修は大企業が 11名 、中小企業が 9名 、 と中小企業の受講者が昨年度 よ りも

減少 し、地域的には湖南が 12名 、甲賀・中部で 6名 と近隣地区か らの受講が 日立ち

ました。

実  績

樹

２

時

Ｏ２
日
5 4

名
20機械 システム学科6。  4.20-   11.30

時間数日 数受講者講 座 名実 施 年 月 日

内  容

4回デ ジタル回路

4回アナ ログ電子 回路

1回自動制御 関連実験

自動制御自動制御

メカ トロ

システ ム  23回

4回

9回設計演 習製図 (実 習 )

2回システ ムエ 学

3回熱 工 学機械 システム設計

41菫 I機械要素設 計

4回材料 と加工

31亘キ強度設 計の計算法

2回材料強度 (実験 )

3回材料強度

31重 !材料 力学 (演 習 )

41目材料 力学

3回機械 力学

強度 設計の基礎機械 設計 40回

1回オ リエ ンテ ー シ ョン 1回
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66回▲
言|

2回工場 見 学見    学 2回

3回ブログラマブ
'レ

コントローラ(PC)に よる 自動化 (実 習 )

4L三十アクチ ュエー タ (実 習 )

3臣 |セ ンサ ー (実 習 )

1回 =3時 間  他 に学 内 (龍 谷 大学 )見 学 2時間  宿泊研修 1回 実施
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5.技 術情報収集・提供事業

県内企業 が求める技術情 報 「JOIS」 と特 許情報 「PATOLIS」 の利用状況

は、 ジ ョイスが 35件 、パ トリスが 8件 で した。

また、科 学技術 セ ミナ ーの開催 は年間 8回 、 さ らに情報紙 「テ ク ノネッ トワー ク」

の発行 な ど、情報の提供 に努め ま した。

①情報検索

43件   598分合  計

48035キ
ー
一〓

Ｈ/1ヽ 1138ノト 三ir

32933 182

595 4

O2，
′ 67

122512 27

11 8llO

1094310 OO

9199 OO

2428 OO8

7210127 OO

6 6O 18

O5 225O

6 4
分

20
T/1i

46 4 OO
卜
ｒ
″
■

年  月 件   数年  月利 用 時 間件   数 不J用 I時 間

」 O I S利 用 状 況 PATOLI S利 用 状 況
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② 科学技術セ ミナー実績

科学技術セ ミナーは、話題性のある技術、先端技術、および将来期待される技術、

また製品開発への取組み方などをテーマ として、基本理論、応用への道筋、さらには

実践的活動の実例 を踏 まえて実施 し、情報の提供に努めました。

ア .実  績

72 6_ 7_13

5 5

最新 イオ ン技術 や放射 光 (SR)で 何 がで きるか

イオ ンビーム技術利 用の動 向 と展 望

工業技術院大阪工業技術研 究所材料物理 部

量子 ビーム研究所長      藤 井 兼栄  氏

超電導小型放射光源 とその利用

立命館 大学理工学部教授

SR準 備室技術責任者 山田 度成  氏

71

107

人の感性 と商品開発

・感性工学 と製 品開発

広 島大学工学部 教  授   長町 Ｌ一　一　一
氏

。物 づ く り、人 づ くり、町づ くり

株式会社 日本 カラーデザ イ ン研究所

専務取締役開発本部 長     道江  義 頼  氏

6. 6.27

6. 5。 2570 名

5 7

―SF映画の世界を現実にする一マ イクロマ シン技術

マイ クロマ シン技術 の現状 と展望 な らび にマ イ クロマ

ニ ピュ レーシ ョンの研究開発

工業技術院機械技術研究所 ロボ ッ トエ学部

自立制御課課長        新 井 健 生  氏

マ イクロマ シン技術 の医療 への応 用瓜望

三菱電機株式 会社 中央研究所

機械技術研究部       成 宮 宏  氏

参加者数ア マ 言毒    自雨年 月 日回
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76 7. 1.23

7 5

地 域環境 問題 を考 える

資 源・エ ネル ギーの有効利用技術の現状 と動 向

コージェネ レー ションの現状 と将来

大阪 ガス株式会社産業 エ ネル ギー営業部

営業 開発チ ーム係 長     山崎  晋 一  氏

プラスチ ック リサイ クルの現状 と将来

大阪市立工業研究所

プラスチ ック課研究 主任   喜多  泰 夫 氏

6。 11.2175 広 がる液 品技術の動 向

・液晶材料 とその可能性

立命館大学理工学部教授 中村  尚武  氏

液晶利 用技術 の現状 と最近 の展 開

オ プ トレックス株式会社尼崎工 場

開発部主任 技師       栗栖  保 之  氏

8 6

6。 10。 2874

83

高度情報化社会 を担 う通信 ネ ッ トワー クの現状 と動 向

・インターネッ トの動向とマルチメデイア情報アクセス

京都大学大型計算機センター 石橋 勇人 氏

・マルチ メデイア時代 におけるNTTの 取組みについて

NTT関 西支社通信 システム本部

広帯域通信網プロジェクト部長  松田 成就 氏

滋賀県高度情報化推進会議 と共催

6, 9.2773

91

水活用の動 向

水の基礎 と活性水及びその活用          ,

ウォーターデザイン研究会

理事長 久保田 昌治 氏

・活況 を呈す る水 ビジネスの現状

ウォー ターサイエ ンス研 究
ハ

主 幹 江川  芳信  氏
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659八
日 三「 8  回

105

技術 開発 のキー ワー ド !品 質工学

品質工 学の実際 と今後の展 望

電気 通信大学機械制御工 学科

教  授   矢野 宏  氏

・電子回路 の設 計事例 を体験 して

クラ リオ ン株式会社

総括技術本部実験判; 金 本  良 堂  氏

7. 2.1777

ホテルニ ューオ ウミで開催

(阿 )滋 賀総合研究所 、滋賀 県中小企業情 報セン ター と

共催

イ.企 業規模別参加者数

地域 別参加 者数

1 0 0Ⅲ  O7,  15 5比  率 (%) 3 7。  8

6594 7863249参加 者数 (名 )

ヨ「そ  の 他中 小 企 業大  企  業

100。 018,70。 74.26.19。 611.848れ 9比率 (%)

659名123名5名28名40´路68為78為322墓受講者数

その他湖  西部弗  耳七湖  東中  部甲  賀湖  南
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③.情報誌の発行

7.    3 2,000テ クノネッ トワーク VOL。 31

7。    1 2,000テ クノネッ トワーク VOL.30

6.  1 1 2,000テ クノネッ トワーク VOL. 29

テクノネッ トワーク VOL.286_   9 2,000

6_    7 2,000テ クノネッ トワーク VOL。 27

発 行 年 月 名 称 部  数

④ .工業技術センター図書の管理運営

工業技術センターの技術関係図書を県内企業等に広 く活用 してもらうため、 に業技

術センターか ら委託 を受けて、関覧、貸出、複写サービス業務 を行 いました。

10 232051

9 ハ
ロ
　
　
　
　
卦耐

252257

232188494

868 4 331  117 2020

199317 231 858

〔〕 7 3て〕()18 2 28

18485 17431215 22

1337 8301119 14

複 写 (名 )関覧 (名 )月 複写 (名 )関覧 (名 )月貸 出 (為 ) 貸 出 (名
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6.技 術・ 人的交流促進事業

①滋賀県技術・市場交流プラザ開催事業

今年度のグループは、第 10次 目のグループであ り、景気の後退 という懸念材料が

あったが、公募 した結果、 22社 の申し込みがあ り、まず、参加企業間の相互理解か

らスター ト、以降、技術的課題 を議論 し、さらに、見学会 を実施する等一層交流 を深

めました。

活動 内容

6. 7.15

16

18名滋賀県

青年会館

<宿泊研修>

討論テーマ①製品開発

②経営改善と生産技術の改善

6. 6.17

1.企業紹介 「わ が社 を語 る」

2.助 言 者 の感想

3.7月 宿泊研 修 での討議テ ーマにつ いて

4.年 間 の活動 計画、運営方法 につ いて

宿泊研修、工場 見学等

5.そ の他連絡 事項

20名工業技術振興

会館 (融合化センター)

6. 5。 23

80名工業技術振興

会館 (研修室2A)

(発 会式 )

1.あ い さつ

2.商 工労働部・関係機関紹介

3.助 言者、事務局 (協会 )紹介

4.技術 ・市場 交流 プラザの 目的 と運営 につ

いて

5。 講演 「異業種 交流 プラザ の取組 みにつ い

て」

技術 士 。カタライザー・助言者  新庄  秀光 氏

6.協会 OBグ ル ープの概要

7.会則 、事業 計画 につ いて

8.定 例 の例会 開催予定 日について

6. 4.21 本年度 、助言 者 に新庄秀光氏 を委嘱

平成 6年度技術・ 市場交流 プラザ の会員

募集

6年 3月

～ 4月

参加企業

22社

年 月 日 内 容 参加者数実 施 場 所
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13名近江八幡市

1.ミ ーテ イング

「プラザ活動この 1年 を振 り返 って」

2.助 言者の感想

6。 12.26

6.12.16 11名会 員企業

1.会員企業見学

帥長浜 コルクエ業

2.助 言者の感想

12名会 貝企業

1.会 員企業 見学

菱三 商事帥 滋賀営業所

川上工業棚

積水 化学工業脚滋賀水 口工場

2.助 言者 の感想

6。 11.22

9名ホテルニューオウミ

会 員企業

1.科学技術振興 プラザ に参加

「 21世 紀 の 日本経済 と産業・技術の あ

るべ き姿」

2.会 員企業 見学

サ ンキ コー (有 )

3.助 言者 の感想

6。 10.21

8名会 員企業

1.会 員企業 見学

ワボ ウ電子棚 (長 浜・浅 井工場 )

2.助 言者の感 想

6。  9。 16

ホ テ ル

ニ ュ ーオ ウ ミ

第 4回 滋賀県異業種交流大会に参加6. 9. 16

12名会 員企業

1.会員企業 見学

仰 アヤハエ ンジエ ア リン グ

東 レ・ プ レシジ ョン仰

東 レ・石 山工場 (展示場 )

2.助 言 者の感想

6. 8。 19

1.研究 討論 方法の説 明

研究 テ ーマ選択 とグループ編成

2.グ ル ープ討 論

3.グル ープ討論の ま とめ

4.発 表

5.質 疑 および助言者 の感想

年 月 日 参加者数実 施 場 所内 容
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1.講演

「厳 しい時代 の経営方策 と異業種交流 の

あ り方」

2.会 員の所感

「交流 プラザ (異業種交流 )に つ いて」

3.ア ンケ ー ト結果 について

7。  3.17 23名属虫捨:化 センター

7. 2.17 9名会 員企業

盈虫捨子化センター

1.会 員企業 見学

ライ トケ ミカルエ業仰

2.ミ ーテ イング

「今 までの活動 を振 り返 って」

3.助 言者の感 想

7. 1.20 11名会 員企業

1.会 員企業 見学

棚 アヤハ商業開発

京利 工業酬

2.助 言者感想

年 月 日 参加 者数実 施 場 所内 容

②異業種交流推進事業

異分野 の技術 力や市場、経営 力な どを融合 させ て、技術開発、新 製品開発、市場開

拓な どを行 い、新事業 を開拓 して いこうという経営資源の 「融合化」の動 きは ます ま

す活発 にな り、 また、 その成果 も生 まれ つつあ ります。 同時 に よ り広 い封f業 機会 と協

力可能 な企業 の相互確保 を 目的 と して、 一定地域 内での グル ープ活動か ら多数 の グル

ープ とネ ッ トワー ク を作 る動 き、 交流活動領域 の広域化が ます ます活発 にな って いま

す。

ア .灘 合 fヒ セ ン ター の運 営

元年度に設置 された融合化推進室 (融合化センター)の 運営に携わ り、異業種交流

活動の情報発信基地 としての機能充実を図 りました。

主要事業

・融合化相 談等
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・異 業種 交流室の利用

・融合化 に関する情報提供

・融合化 に関する図書の貸 出 し

・カ タライザ ーの派遣

・情 報機器 の利 用

イ.融 合化セ ミナーの開催

県内企業間の交流および育成 を目的として、今一番関心の深いテーマでのセミナー

を開催 しました。

6.12. 2

7,  2, 3

中込者多数

のため 2回

に分散 して

開催

製造物責任 (PL)制 度の概要 と取組み事例

「製造物責任 (PL)法 につ いて」

近畿通 商産業局消費経済課

課  長   明神   宏  氏

「我社 における PLP対 応 につ いて」

オム ロン株式会社品質保証 セ ンタ

副所長  理事  青井  龍雄  氏

279名

年 月 日 参 加 者 数ア マ 、    講   師
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ウ.異 業種交流支援事業

当協会 よ り誕生 した グル ープ、 「カオ ス 60」 「テ クノス 61」 「オ ラ クル 62」

「レイテ ック 88」 「ミン グル 89」 「 STAGE90」 「Hybrid91」 「ス

タデ ィオ ン 92」 「びわ プラザ 93」 の支援 を引き続 き行 いま した。

また、県 内異業種 交流 グル ープの連合組織 である
「滋賀県異業種 交流連 合会」 (ir

成 3年 7月 設立、 19グ ル ープ)で は、企業間の相 互交流 を深 めるため、第 41J日 の

交流大会 を開催 され、 当協 会 は、事務局 と して全面的 に支援 をしま した。

OBグループの実績 (参考 )

・滋賀 県異業 種交流連合で開催 された事業 (参考 )

13ミングル 89 12

レイ テ ック 88 128 1218びわプラザ 98
10オ ラ クル 62 スタデイオン9212 1213

テ ク ノス 61 109 12Hybrid91 11

12カオ ス 60 STAGE901  1 1  19

グ  ル プ 名 裂禽言食是警 哀是警グ  ル プ  名 等
＞
会
回
例
く

6. 8。 10 企画委員会

・産学官分科会

・ FAX分 科会

6. 7.14 企画委 員会

具体 的事業 の立案、 4分科 会の設定
1.交 流 グル ープ間での情報交換 ・交流会
2.中 小企業 の海外戦略
3。 産 学官 の共 同研究

4.FAX通 信 シス テム

工 業 技 術 振 興 会館

6。  6。 29 幹事会

・平成 5年度収 支報 告
・役 員改選
。事業 計画

エ ルテ イーホ ール

6. 6。 16 企画委員会

・平成 6年度事業計画・予算について あ たか飯店

年 月 日 内 容 実 施 場 所
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京都産業情報センター近畿異業種 交流連絡 協議会  幹事会7。  2.17

工業技術振興会館

幹事会 ・企画委員会合同会議

・平成 7年度滋賀 県異業種交流 大会 につ いて
,FAX情 報 の試行テス ト結果 につ いて

7, 2.15

工業技術 振興会館

企画委 員会

・ FAX分 科会

6.12. 5

立命館大学

びわこ。くさつキャンパス

立命館 大学理工学部 との産 学交流会・ 見学会6。 12. 8

大阪 コクサ イホテル近畿 ブ ロック技術・ 市場交流 プラザ大阪大会6.11.29

RECホ ール龍谷大学理工 学部 との産学交流会 。見学会6.11,22

工業技術 振興会 館

企画委 員会

・分科会事業 の具体 的進 め方

6.11.15

ホ テ ル

ニ ュ ーオ ウ ミ

企画委 員会

・ グル ープ間交流分科会

6.10。 21

勤労福祉 会館

企画委員会

・連合会の来年度事業について

6.10, 3

工業技術振興会館

企画委員会
・ FAX分 科会

6. 9.22

工業技術振興会館

企画委員会

・産学官分科会

6。  9.20

ホテ ル

ニ ュ ーオ ウ ミ

第 4回 滋賀県異業種 交流大会
メイ ンテ ーマ 「 21世 紀 に向けて今考 える
交流 か ら連携へ 。飛躍の上台づ くり」

内容

1.中 小小売店 の生 き残 り策  他 15テ ーマ
17分 科 会 に分 かれて グル ープ討議
・ メインテ ーマ・分科会テ ーマの検討

2.交 流パ ーテ ィー
参加者  182名

6. 9. 7

大阪テ ィアン ドエフ

総合研究所

企画委員会

・ FAX分 科会
大阪府の事業内容研修

6. 8。 26

実 施 場 F7i内 容年 月 日
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7.科 学技術振興 プラザ事業

新技術時代 に対応 するには、科 学技術情報の提供、技術者 の養成 、公設 試験研究機

関の活用等 を通 じて行 う科 学技術 の振興 が不可 欠であ ります。     .

この ことか ら、県 内企業経営者及 び技術者 に対 して、科学技術情 報の提供等 を行 い、

科学技術 に対 する普及啓発 と意識 の高揚 を図 るため、科学技術振興 プラザ を開催 しま

した。

<日   時 > 平成 6年 10月 21日 (金 )午 前 1時 30～ 午後 3時

<場 所 > ホテル  ニ ューオ ウミ

近江八幡市鷹飼町 1481番

<参加 者数 > 250名

<内   容 >

講  演 「 21世 紀 の 日本経済 と産業・技術 のあるべ き姿 」

株式会社三和総合研 究所

取締役理事長  原 田 和 明 氏
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8.研 究交流促進事業

産学官連携の土壌形成 と研究交流ネッ トワーク確立のため、昨年度設置 した 「しが

研究交流促進協議会」の開催 と、 ワーキンググループによる、技術研究人,材育成計画

の策定 を行いました。

また、本年度から自主運営 となった 「しが FAコ ンソーシアム」の全面的支援 を行

いました。

①しが研究交流促進協議会の開催

委  員

内  容

畑   信  夫 (財 )滋 賀県工業技術振興協会 副理事長

大 槻  員 滋賀県工業技術 セン ター 所 長

木  本  順  市 課 長滋賀県商工労働部商正課

成安造形 大学山 田  奨 生涯学習セツター所長

青 山 征 夫 びわこ・くきつキャンパス
事務局次長

立命館 大学

龍谷大学吉  野  和  夫 REC事 務 長

滋賀県 中小企業団体 中央会中 川  源  吾 専務理事

廣  瀬  喜 専務理事滋賀県商工会連合会

滋賀県商工会議所連合会田 村 重 明 事務局 長

(社 )滋 賀工業会桂    賢 産業技術副委 員長

増 田 敏 雄 専務理事(社 )滋賀工業会

所    属    4・ I氏 名 役 職

6. 9,21

龍谷大学

REC会 議 室

<第 2回 協 議会 >
・ REC見 学
・各機 関の事業報告 を中心 に意 見交換

。その他

6. 6。 22 <第 1回協議会 >
・各機 関 における産 。学・官連携事業 につ いて

。各機 関、研究交流事業情報の広報活動 について

。その他

滋賀県

工業技術振興会館

年 月 日 内 容 開 催 場 所
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7. 3。 22 <第 3回 協議会 >
・各機 関 の事業報告 を中心 に意 見交換

・ その他

滋賀県

商工労働会館

年 月 日 内 容 開 催 場 所

②長期研修検討委員会の開催

委  員

内  容

畑   信  夫 (財 )滋賀 県工業技術振興協会 副 理事 長
大  槻  具 所 長滋賀県工業技術セ ン ター

小 松 康 庚 助教授

杉 本 末 雄 教 授

苅 屋 公 明 教 授

山 田 壽 夫 教 授

辻  村   寛 立命館 大学大学電気 電子工 学科 教 授

同 村 志 朗 研究部部長ダイハ ツデ ィーゼル株式会社

守山第 一工場

福  原 巳 テクニカル・パイタリティ・ブロ

グラム 副著5長

日本 アイ・ ビー・ エム株式会社

野洲工場

前 田 雅 彦 三洋電機株式会社ランドリー事業部 第 2技 術 部 部 長

中 井  滋 技術部長湖国精工株式会社

紹 谷 幸 雄 取締役 技術本 部長草津電機株式会社

氏 名 所    属    名 役 職

7. 2.20

滋賀 県

工業技術振興会館

・長期研修計画の報告

・意見交換

。その他

6。  9。 27

滋賀 県

工業 技術振興会館

長期研修 検討委 員会設 置要綱 の説明

長 期研修 の これ までの経緯 および長期研修 の考 え

方 につ いて

意 見交換

年 月 日 開 催 場 所内 容
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③ しが FAコ ンソーシアム支援事業

平成 6年度 に結成 した 「しが FAコ ンソーシアム」は、本年度は、 2分科会に分か

れ、それぞれ年 5回 の例会 を開催 し、また、その中か ら 3研 究会 を誕生 させ、産学官

の交流 を深めました。当協会は事務局 として全面的支援 を行 いました。

<会  員  数 >会 員企業 -41社  特別会員 -27名 (大 学 )

(メ カ トロ分科会  30社 、情報 システム分科会

内  容  (参 考 )

13名 (公 設 試 )

20社 )

滋賀 県

工業 技術 セ ンター

第 3回例 会 >

1.分科会

・メカ トロ分科会

「モーションコン トロール」

主宰  立命館大学 井上教授

6.10. 7

龍谷 大学

RECホ ール

<第 2回例 会 >

1.REC見 学
2.分 科 会

・ メカ トロ分科会

「画像 認識」

主宰  龍谷 大学  壷井教授
・情報 システ ム分科会

「これ か らの CAE」

主宰  龍谷 大学  大塚教授
3.交 流会

6. 8. 4

立命館 大学

びわ こ・ くさつ

キヤ ンパ ス

<第 1回例 会 >

1.立命館大学 見学

2.総  会
3.分 科会

・ メカ トロ分科会

「ロボ ッ トの有効利 用 につ いて」

主宰  立命館大学  前 田教授
・情報 システ ム分科会

「最近 の CIMの 動 向につ いて」

主宰  立命館大学  渡辺教授
4.交 流会

6. 5。 24

開 催 場 所内 容年 月 日
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7. 1.26

クサ ツ

エス トピアホテル

<第 5回 例 会 >

1.分科 会

・メカ トロ分科会

「人間 を中心 と した生産」

主宰  立命館大学  飯 田教授
・情報 システ ム分科会

「生産 システ ムにおける情報化 の動 向 (コカレントつヅ三ア

リング、生産スケジューリングなど)」

主宰  立命館大学  渡部教授

2.交 流会

6。 11.28

滋賀 県

工業技術 セ ンター

<第 4回 例 会 >

1.分科会

・ メカ トロ分科会

「セ ンサ (光 関係 セ ンサ )」

主宰  滋賀 大学  板倉教授
・情報 システ ム分科 会

「 FAに おけ るコン ピユー タネ ッ トワー ク」

主宰  滋賀 大学  森教授

情報 システ ム分科 会

「生産 管理 とデ ータベース」

主宰  龍谷 大学  法雲教授

年 月 日 内 容 開 催 場 所

・研究 会の設立

龍谷大学

法雲教授

生産管理 と情報 システ ム

研究会

16社

(16名 )

画像認識研究会 10社

(10名 )

龍谷 大学

壷 井教授

ロボ ッ トの有効活 用

利用研究会

14社

(16名 )

立命館大学

前 田教授

研 究 会 名 参加企業数主 宰
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